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は し が き

～

本報 告 書 は 「計 量 経 済 研 究 会」(顧 問 内 田忠夫 東京 大 学教 授)が5回 に

わた る討 議 と研 究 の結 果 と りま とめ た もの であ る。 テ ーマは 近 年 日本 の社 会、

経 済 に 大 きな課 題 とな って きて い る物 価 、 賃金 、生 産 性 の 関 連性 に つい て計

量 経 済 学 的 な 立場 か ら モデ ル を設 定 し、 その解 析 を 行 な った もの で あ る。

この試 論 的 な研 究 がわ が国 の経 済や 労使 関 係 の安 定 にい ささか で も寄与 す

る こ とが で きれ ば幸 い で あ る。

な お 、計量 経 済 研究 会 の委 員 は つ ぎの とお りで あ る。

顧 問

委 員

内 田 忠 夫

(東 京 大 学教 授)

宮 部 義 一

(㈱ 化 成 直江 津 、 直 江 津 工場事 務 部経 理課 長)

山 川 邦 雄
ジ

(コ ン ピ ュ ー タ ・ ア プ リ ケー シ ョ ン㈱ 第 一 シ ス テ ム

設 計 部 主 任)

増 田 米 二

(日 本 電 子 計算 開 発 協 会 理 事)

昭 和43年4月

日 本 電 子 計 算 開 発 協 会
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総 論

賃 金 ・労 働 問 題 は 労 働 力 不 足 経 済 へ 移 行 し つ つ あ る わ が 国 に とつ て 、 極 め

て 重 要 な 問 題 で あ る 。 従 来 に お い て 経 済 問 題 は 主 と し て経 済 成 長 の 側 面 か ら

と ら え ら れ る こ と が 多 く、 賃 金 ・労 働 問 題 に つ い て は 比 較 的 簡 単 に扱 わ れ て

き た 。 以 前 は 国 際 収 支 の み が 経 済 成 長 の 制 約 条 件 で あ った が 、 今 後 は 賃 金 ・

労 働 問 題 が ボ トル ネ ックの 条 件 と し て つ け 加 わ って く る と思 わ れ る 。 わ が 国

の置 か れ て い る 現 状 と今 後 の 方 向 を 考 慮 す れ ば 、 こ の 分 野 に つ い て 幾 多 の メ

ス が い れ ら れ な け れ ば な ら な い 。 本 報 告 は 以 上 の よ う な問 題 意 識 に 立 ち 、 次

の5つ の 視 角 か ら の 接 近 に 重 点 を置 い て ま と め た も の で あ る 。

① 賃 金 ・労 働 を め ぐ る 問 題 に つ い て 、 コ ン ピ ュ ー タを活 用 し た 計 量 的

分 析 を 試 み る。

② マ ク ロ、 セ ミ ・マ ク ロ 、 ミ ク ロ の3っ の 角 度 か らの 問 題 解 明 の 手 が

か りを 与 え.る 。

③ 量 的 分 析 に 止 ま ら ず 、 質 的 側 面 の 検 討 を もお こ な う。

賃 金 ・労 働 問 題 は 、 種 々の 複 雑 な 要 因 が か ら み あ っ て お り 、 そ れ ら の か ら

み あ った 糸 を と き ほ 《す に は 、 旧来 の 方 法 の み に よ って は こ れ ら の 問 題 の 解

明 を 効 率 よ くお こ な う こ とは で きな い 。幸 い に し て 近 年 に お い て 電 子 計 算機

の 発 達 と各 種 の 計 量 的 分 析 手 法 の 発 展 は め ざ ま し く、 電 子 計 算 機 を 利 用 した

計 量 的 分 析 を 賃 金 ・労 働 問 題 へ の適 用 を 試 み れ ば 大 き な 効果 を 期 待 で き る段

階 に な っ て き た 。

賃 金 ・労 働 問 題 へ の 方 法 論 的 ア プ ロ ーチ を 区 分 す れ ば 、 次 の とお り で あ る。

① 計 量 経 済 モ デ ル の 作 成

② 産 業 連 関 分 析

③ シ ス テ ム ・シ ミ ュレ ー シ ョン

Aシ ミ ュ レ ー シ ョン ・ラ ン ゲ ー ジ に よ る 方 法

aダ イ ナ モ

b(}?ss

CSエMSCR工 工}T
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d.〔}As'P

BFORTRANな ど の コ ン パ イ ラ ー だ け の シ ミ ュレ ー シ コ ン

0シ ミ ュ レ ーーシ ョン ・ラ ン ゲ ー ジ と コ ン パ イ ラ ーの 組 合 わ せ

④ 多 変 量解 析

A因 子 分 析

B成 分 分 析

G判 別 分 析

⑤ 数 理 計 画 法

Aリ ニ ァ ー ・プ ロ グ ラ ミン グ(線 型 計 画 法)

B2次 計 画 法

Cグ ィ ナ ミ ック ・プ ロ グ ラ ミ ン グ

⑥ マ ル コ フ過 程

以 上 の 他 に 個 別 的 分 析 方 法 と し て は 、 曲線 の 自動 的 あ て は め 指 数 平 滑 法 の

応 用 、 セ ン サ ス 局 法 に よ る 季 節 変 動 や 循 環 変 動 の 解 明 な ど が あ る が 、 比 較 的

ま と ま った 手 法 と し て は 上 記 の6つ が 代 表 的 で あ る。

ま た 、 こ の 他 に も分 析 そ の も の で は な い が 電 子 計 算 機 を 使 う場 合 に は 、 ビ

ジ ネ ス ・ゲ ー ムを 賃 金 ・労 働 問 題 に 応 用 した ゲ ー ミン グ ・シ ミ ュレ ー シ ョ ン、

情 報 処 理言 語 な どを 応 用 す る情 報 検 索 の ア プ ロ ー チ も あ る 。

こ の報 告 書 で は 、 上記6つ の 代 表 的 方 法 の うち 、計 量 経 済 学(第1章 ・ 第

2章)、 産 業 連 関 分 析(第1章)、 多 変 量 解 析(第5章)の3つ の 方 法 に よ

る検 討 結 果 を ま と め て あ る 。

次 に賃 金 ・労 働 問 題 に つ い て は 、 方 法 論 だ け で な く、 視 角 を 巨 視 的 な 立 場

か ら'設 定 す る か 、 微 視 的 な 立 場 か ら設 定 す る か 、 そ の 中 間 を と るか の 問 題 も

重 要 で あ る 。言 い 換 え れ ば マ ク ・ 、 セ ミ ・マ ク ・・ ミ ク ・の3つ の 立 場 か ら

の 検 討 が 肝 要 とい うこ とに な る 。 上 記 の 各 手 法 は そ れ ぞ れ の3つ の 立 場 か ら

の 検 討 に 使 え る が 、 一 般 的 に 言 っ て計 量 経 済 モ デ ル は マ ク ロの 分 析 に 、 産 業

連 関 分 析 は セ ミ ・マ ク ロ の 立 場 か ら 、 多 変 量 解 析 は ミ ク ロ的 立 場 か ら の 検 討

に 威 力 を 発 揮 す る 。 こ の 報 告 で は 第1章 の 前 半 と第2章 で マ ク ロ的 観 点 を 、

第1章 の 後 半 で セ ミ ・マ ク ロ 的 観 点 を 、 第5章 で ミク ロ的 立 場 か ら の 検 討 を

一2一

∫



お こ な っ て い る 。

第5の 視 角 は 、 量 的 側 面 と質 的 側 面 の 問 題 で あ る 。 電 子 計 算 機 を 利 用 し て

の 分 析 と い う と、 と も す る と量 的 側 面 の み を 強 調 す る か の 錯 覚 に お ち い り が

ち で あ る が 、 最 近 で は 質 的 側 面 の解 明 に 多 くの 努 力 が む か れ て い る。 人 間 の

頭 脳 の す ぐれ て い る 点 は 、 量 と質 の 両 面 を 充 分 検 討 で き る 点 に あ ヴ、 電 子 計

算 機 を 使 用 し て の 分 析 や 計 量 的 分 析 も 人 間 の 能 力 に 挑 戦 し な け れ ば 良 い 結果

は え ら れ な い 。 こ の報 告 で は 家 計 支 出 を デ ー タ と し て 消 費 者 行 動 ・)質 的検 討

を 第3章 で お こ な い 、 質 の 検 討 の 一 例 を 示 し た 。

も と よ り、 こ の よ う な 小 冊 子 で は 、 賃 金 ・労 働 問 題 に つ い て 完 全 な 解 答 を

与 え ら れ る わ け で は な く、 方 法 論 そ の 他 の 分 析 視 角 に っ い て も す べ て の 解 答

を 与 え ら れ るわ け で は な い 。 し か し な が ら 本 報 告 に よ っ て わ れ わ れ の 意 図 し

た とこ ろ は 、新 し い 時 代 へ の 転 換 点 に あ る 現状 を 強 く意 識 し、 賃 金 ・物 価 ・

消 費 者 行 動 問 題 に つ い て の 分 析 視 角 の 手 が か り を 与 え よ う と し た 点 に あ る 。

ふ
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第1章 賃金 ・物価 ・生産性の計量分析

1.問 題 意 識

昭 和20年 代 、50年 代 を 通 ず る急 速 な経 済 規 模 の 拡 大 は 、 労 働 需 要 の

大 幅 増 加 と な り 、50年 代 の後 半 に は 、687万 人1)と い わ れ た 不 完 全 就

業 層 の 急 速 な 取 り くず し が 進 展 し、 学 卒 労 働 市 場 を 中 心 と し て労 働 需 給 は

急 速 な 引締 り を み せ た 。

囲1}雇 用 審 議 会(昭 和33年)の 計 測 に よ る 。

この 結 果 、 相 対 的 に 賃 金 水 準 が低 か っ た 学 卒 初 任 給 の 急 上 昇 とな り ・ 表

1に み る よ うに 、昭 和31～35年 の 年 率9.7%上 昇 か ら55～40年 に

は170%の 上 昇 率 を 宗 す に い た った 。 そ れ は 企 業 の 賃 金 水 準 を 押 し 上 げ

る 方 向 に 作 用 した が 、 そ の 即 応 は 大 企 業 と中 小 企 業 と では 必 ず し も 同 様 で

は な か った 。

す な わ ち 、 大 企 業 で はv昭 和20年 代 に お い て付 加 価 値 生産 性 の 上 昇 を

賃 金 に反 映 さ せ る際 に 企業 内 の 昇 給 基 準 線(年 令 別 賃 金 カ ー ブ)の 傾 斜 を

強 め て き た の で 、 初 任 給 の 上 昇 に は こ れ を 再 び 寝 か せ る こ とに よ っ て 企業

と し て の 賃 金 水 準'の 上 昇 を や わ ら げ る こ と が で きた 。 こ れ に 対 し 、 中 小 企

業 で は20年 代 を 通 じ て 過 当 競 争 の 状 態 に あ った た め 、 付 加 価 値 生 産 性 の

上 昇 が 充 分 で な く、 昇 給 基 準 線 の 傾 斜 は30年 代 の初 頭 に お い て も ゆ る や

か で あ り 、初 任 給 の 上 昇 は 、 企 業 の賃 金 水 準 全 体 に 影 響 せ ざ る を 得 な か っ

た 。

か く し て 昭 和20年 代 に み ら れ た 大 企 業 ・中 小 企 業 間 賃 金 格 差 の 拡 大傾

向 は 、50年 代 に はい る と初 任 給 の 上 昇 とい う新 しい 要 因 が 加 わ る こ とに

よ っ て停 滞 し 、35年 以 降 に は 、 後 者 の 要 因 に よ る低 賃 金 水 準 の 底 上 げ 圧

力 が 強 ま った た め 、逆 に 縮 少 す る こ と と な った 。

こ の よ うに 、 規 模 別 に か な り異 った 賃 金 動 向 を 示 し た 、50年 代 の賃 金

実 態 を モ デ ル 分 析 に よ っ て よ り経 験 的 内 容 を 与 え ん と す る の が 第1の ね ら

、

6
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表1昭 和50年 代 にお け る賃 金 、生産 性 、物 価 動 向

昭30 昭35 昭40 昭35/30

(年 率)

昭40/55

(年 率)
資 料 出 所

国 民 総 生 産
(昭35価 格)

億 円
98,672

億 円
158,642

億 円

246,631 99 96 『国民所得統計 』、年度

製

造

業

賃

金

500人 以 上

100～499人

30～99人

5～29人

1～4人

中卒初任給(男)

円

20,723

15,390

12,190

*

g887

-

4,150

(昭31)

円

28,690

20,295

16,897

15,270

9337

6,020

円

42,155

34,096

22936

26,640

20,676

13,210

6.7

5フ

6.7

6.1

}

97

8.0

1α9

12.1

15.0

1Z2

1ZO

r毎 月勤労統計 』

儲 よ濃 麟 劃

労働省職業安定局資料

消 費 者 物 価 指 数
(昭55=1000) 927 100.0 155.2 1.5 6.2 総理府統計局

卸 売 物 価 指 数

(昭35=100.0)
9ス4 100.0 102.1 0.5 0.4 日本銀行

就業者1人 当り国民総
生産(昭55価 格)

千円
23ス6

千 円

353.7
千 円

516.5 8.3 z9
『国民所得統計』、『労働
力調査 』より算出(年 度)

製 造 業 生 産 性 指 数

(昭35-100.0)
698 100.0 148.0 75 8.2 日本生産性本部



い で あ る 。

つ ぎ に 、 こ の よ うな 生 産 要 素 市 場 に お け る 労 働 の 価 格(賃 金)構 造 の 変

化 は 多 か れ 少 な か れ こ れ と関 連 す る 財 ・サ ー ビス 市 場 に お け る財 ・サ ー ビ

ス価 格 の 価 格 構 造(相 対 価 格)に 影 響 を 及 ぼ した と予 想 され る 。

そ こ で 財 ・サ ー ビス 市 場 に お け る 価 格 構 造 の 変 化 を み る と次 の よ うな 特

徴 が 観 察 され る 。 す な わ ち 、 賃 金 構 造 面 の 近 代 化 と時 を 同 じ くし て 、 消 費

者 物 価 の急 上 昇 が 始 ま っ てい る 。 昭 和30～35年 に は 、 年 率1.5%の 上

昇 に す ぎ な か っ た 消 費 者 物 価 指 数 は 、55年 以 降 年 率6.2%の 急 上 昇 テ ン

ポ に 変 わ った 。

一 方 卸 売 物 価 は
、 昭 和30年 代 の 前 半 と後 半 とで は 、 そ の テ ン ポ に変 り

な く、 年 率0.596程 度 の 上 昇 で 推 移 した 。 こ の よ うな 消 費者 物 価 指 数 の 急

上 昇 と両 指 数 の 乖 離 が 著 し か った の は 、表2に 明 ら か な よ う に 先 進 諸 国 に

は み ら れ な い 現 象 で あ った 。 そ こ で 上 述 の 諸 事 実 の 背 後 に あ る 生 産 要 素 市

場 に お け る価 格 構 造 と 、 財 ・サ ー ビ ス 市 場 で の 価 格 構 造 と の 関 連 お よ び 、

そ れ ら の 変 化 の 実 態 を 産 業 連 関 分 析 の 手 法 を 用 い て解 明 せ ん とす る の が 第

2の ね ら い で あ る 。

す な わ ち 、 第1に 賃 金 の 二 重 構 造 と し て 知 ら れ てい る生 産 要 素 市 場 に お

け る 労 働 の 価 格 の 二 重 性 と財 ・サ ー ビ ス市 場 で の 価 格 が い か に 関 連 し て い

表2主 要 国 の 物 価 動 向

卸 売物価指 数 消費者物価指数 乖離率

1958年 1965銅A) 1958年 1965年(B) B/A

日 本

ア メリカ

イギ リス

西 ドイツ

フランス

100

100

100

100

100

104

102

116

107

121

100

100

100

100

100

142

109

121

118

111

1.ろ6

1.07

1.05

1.10

0.92

イタ リア 100 112 100 150 1.16

(資料)『 海外労働経済白書 』より算出

θ
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る か に つ い て 、 昭 和35年 時 点 に お け る産 業 連 関 分 析 に よ っ て 観 察 し、 第

2に 、 そ の よ うな 実 態 が35～38年 間 に どの よ うな 変 化 を 遂 げ た か を 指

摘 し、 日本 に お け る近 年 の 賃 金 、 生 産 性 、 物 価 動 向 認 識 の 一 助 とす る もの

で あ る・。

2.規 模 別賃金モデル

》

`

賃 金 は 、 つ ぎの3つ の 面 か ら の 性 格 を 合 せ も って い る。 第1は 労 働 市 場

に お け る労 働 力 の 価 格 と し て の 賃 金(労 働 市 場 面)で あ り第2章 は 、 企 業

の 労 務 コ ス ト と して の 性 格 を も ち(支 払 能 力 内 で の 賃 金 決 定)そ し て 第3

章 は 、 労 働 者 の 生 活 の 源 資 と し て の 賃 金 で あ る 。

した が っ て企 業 の 賃 金 水 準 は 、 労 働 市 場 に お い て取 引 され る労 働 力 の 価

格(新 規 学 卒 者 の 賃 金 初 任 給 、 ま た は 中 途 採 用 者 の 賃 金)を 基 準

と し、 賃 金 支 払 能 力 と労 働 者 の 賃 金 引 上 げ 要 求 度 の 調 整 結 果 と し て 決 定 さ

れ る と考 え て よ い で あ ろ う。

しか し な が ら労 働 力 の 価 格 と し て の 賃 金 に は 、 財 の 価 格 決 定 に み ら れ る

よ うに 一 物 一 価 の 原 則 が 作 用 し て お り 、 企 業 間 の 賃 金 水 準 に も常 に 賃 金 格

差 の 平 準 化 作 用 が働 い て い る こ とに 留 意 す る必 要 が あ ろ う。

そ こ で は まず 大 企 業 の 賃 金 決 定 に 着 目 し よ う。 い ま比 較 的 規 模 の 大 きい

毎 月勤 労 統 計(30人 以 上 規 模)調 査2次 産 業 の 平 均 賃 金 をwθ(月 当 り

円)、 雇 用 者1人 当 り の 法 人 所 得 をYc(半 期 当 り 千 円)、 消 費 者 物 価 指

数 をPc(35年=100)、 中 卒 男 子 初 任 給 水 準 をW*(円)と 書 くと、

50年 度 上 期 ～40年 度 下 期 間 の半 期 デ ー タ ー に つ い て つ ぎ の 回 帰 式 を 得

る 。

wθ=-8797十6〔].6Yc+218Pc_1十1 .11w*+424D

(3.1)(2.0)(2.5)(5.5)

(毎勤30人 以上2次産業賃金、円)(歎 癖4慢 畠)(議 議 消費)鱗 塁テ円)(奎㌶ ミ)

(1}

R=0.999 s==591(円) d=1.88
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こ ふで 係 数 の 下 の 括 弧 内 の 数 値 は 七比 率(係 数 誤 差 に対 す る 係 数 の 値)

で あ り 、Rは 重 相 関 係 数 、Sは 推 定 値 の 誤 差 、 そ してdは 系 列 相 関 係 数

(ダ ー ビ ン ワ ト ソ ン比)で あ る 。

こ の 式 の 係 数 は 、 す べ て 統 計 的 に 有 意 で あ り誤 差 も小 さ く、 系 列 相 関 も

な い とみ ら れ 、 上 記3要 因 で 賃 金 変 動 の ほ と ん どす べ て が 説 明 し得 る こ と

を 示 し て い る 。

っ ま り 、Ycが 、 半 期 に お い て1,000円 上 昇 す る よ うな 経 済 環 境 に お

い て は 、 賞 与 、 所 定 外 船 一与(好 況 時 に は 所 定 外 労 働 時 間 の 増 加 に よ っ て、

所 定 外 給 与 が 増 加 す る)、 生 産 報 奨 金 、 ベ ー ス ア ップ の 形 で 、 賃 金 が 月当

り60.6円(半 期 で は365.6円)の 上 昇 を 示 す こ と と な り 、 ま た 前 期 の

消 費 者 物 価 指 数1ポ イ ン トの 上 昇 は 、 組 合 の 交 渉 力 、 温 情 的 な 労 務 管 理 な

どに よ って218円 の 上 昇 とな る こ とが わ か る 。

さ ら に 、 学 卒 労 働 市 場 に お け る 賃 金 の 動 向 は 、1.11倍 に 拡 大 さ れ て 、

企 業 の 賃 金 水 準 に 影 響 を 与 え て い る こ と が わ か る 。 し か し、 中 卒 初 任 給 水

準 に 比 較 し て30人 以 上 企 業 の 賃 金 水 準 は 約3倍 の 水 準 に あ るか ら 、 初 任

給 だ け の 上 昇 に よ・る企 業 内 賃 金 の 修 正 は 、 き わ め て 小 幅 で あ る と み る こ と

が で き よ う。

っ ぎ に 小 規 模 の 賃 金 に 転 じ よ う。 小 規 模 企 業 の 経 済 的 特 徴 は 過 当競 争 に

あ り、 労 働 組 合 の 組 織 率 も きわ め て 低 い状 態 に あ る の でYcの 増 大 に よる

成 果 配 分 あ る い はPCの 上 昇 を 背 景 とす る労働 組 合 の 交渉 力が、 小 規 模 賃 金

を 押 上 げ る と考 え る の は無 理 で あ ろ う。 む し ろ大 規 模 企 業 の 賃 金 が 、 い わ

ゆ る 相 場 賃 金 を 形 成 し 、 こ れ が 企 業 間 の 従 属 関係 等 を 通 じ て 、 小 規 模 賃 金

に 波 及 す る と考 え た 方 が よ り適 切 で あ ろ う 。 そ こ で 、 小 規 模 賃 金(毎 勤5

～29人 、2次 産 業)Wsを 説 明 す る もの と して 、 大 企 業 賃 金 の 波 及 効 果

ホ

を あ らわ すWeと 、 初 任 給Wに よ って 説 明 す る と つ ぎの 結 果 を 得 る 。

Ws==-3262十 〇.456

(3.3)

(籔羅 ㌫ 円)

R=0.998

We十1.09W*十8.74D

(3.7)(3.0)

(毎勤30人 以上2次産業賃金、円)(離塁子)

s==445(円)

一8－
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係 数 は す べ て 有 意 で あ り、 説 明 力 は きわ め て 高 い 。

Wsの 賃 金 水 準 は 、Weの 約7割 で あ る か ら 、Wθ の 波 及 を 示 す 係 数

0.456は 、 そ の 波 及 力 が そ う大 き くは な い こ とを 示 し て い る 。 一 方w*

の 係 数1.09は 、(1)式 の そ れ よ り も わ ず か に 小 さい が 、Wsの 水 準 が 、w*

の 約2倍 で あ り、Weは3倍 で あ る 点 を 考 慮 す れ ば 、初 任 給 の 上 昇 が 与 え

る 、wθ,Wsへ の 上 昇 率 効 果 と し て は 、Weの 場 合 に くら べ 約50%大 き

い とい うこ と が で き よ う 。

な お 、Wsの 賃 金 水 準 は 、Wθ の 波 及 効 果 に よ って左 右 され る が 、 そ の

波 及 効=果 の 源 泉 は 、(1)式 に 示 したYc,Pc-1,W*で あ る の で 、 こ れ を(2・〉

式 に 代 入 す れ ば 、 ノ
Ws=-7275+2Z6Yc+99.4Pc-1+1.60W*(2}

を 得 る 。

そ こ で 、(1}、(2)`式 を 併 せ 観 察 す れ ば 、20年 代 後 半 と 、30年 代 の 規 模

別 賃 金 動 向 の 特 徴 が 理 解 さ れ る。

つ ま り、20年 代 の 後 半 に お い て は 、 傾 斜 生 産 方 式 と朝 鮮 動 乱 特 需 に よ

っ て 、Ycの い ち じ る しい 上 昇 が あ った た め 、 影 響 度 の 大 き いWeの 上 昇

が顕 著 とな っ て 、 規 模 別 賃 金 格 差 の 拡 大 を み た の で あ る が 、50年 代 前 半

tkは 、Ycの 引 続 く上 昇 と と も に 、 高 度 経 済 成 長 の 持 続 に よ って 労 働 需 給

が 引 締 ま り 、W*の 上 昇 が 大 幅 に な った た め 、Wsの 上 昇 に も作 用 し 、 結

果 的 に 規 模 間 賃 金 格 差 の 縮 小 が 停 滞 す る こ と とな った 。30年 代 の 後 半 に

い た る と、W*の 急 上 昇 に よ っ て 、 規 模 間 賃 金 格 差 は 縮 小 に 転 じ た と解 さ

れ る の で あ る 。 さ ら に 近 年 に お い て は 、We,Wsと も か な り の 上 昇 率 を 示

す に い た っ て い る の は 、 引 続 くw*の 上 昇 と と も に 、Pcの 上 昇 が い ち じ

る し くな った こ とが 大 き く作 用 し た とみ る こ と が で き よ う。

以 上 の 規 模 別 賃 金 の 変 動 は 、 関 連 す る物 価 に い か な る影 響 を 与 え た で あ

ろ うか 、 こ の 点 に つ い て つ ぎ に検 討 し よ う。

5.物 価 と賃 金 、生 産性

消費 者 が 消費 す る物 財 や サ ー ビス の 価 格形 成 過 程 を逆 に た どる と、
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つ ま り、 財 の 価 格 は 原 材 料 費+付 加 価 値 で あ り、 こ の 原 材 料 費 は 原 材 料 供

給 部 門 の 財 の 価 格 で あ る か ら 同 様 に こ の 部 門 の 原 材 料 費 と付 加 価 値 に 分 解

さ れ る す べ て の 消 費 財 の 価 格 は 、 付 加 価 値 と 、輸 入 原 材 料 の 和 に 分 解

さ れ る 。 こ れ らを 、 消 費 者 物 価(以 下CP工 と 略 称 す る)の 消 費 パ タ ー ン

(採 用 品 目 の ウ エ イ ト)に した が つ て 総 合 す れ ば 、CPエ1単 位(た とえ

ば1億 円)に 含 ま れ る 勤 労 所 得(賃 金 ×雇 用)や 営 業 余 剰(法 人 所 得+業

主 所 得)な どの 割 合 を 知 る こ と が で き る 。 さ ら にCP工1単 位 を得 る た め

の 投 下 労 働 量 、 投 下 資 本 量(有 形 固 定 資 産)を も産 業 連 関'分 析 の 手 法 を 用

い て 同 様 の 方 法 で 計 測 す る こ と が で き る 。(詳 細 は 、 付 、 価 格 の 産 業 連 関

分 析 の 手 法 参 照)

こ の 計 測 を 物 価 上 昇 の い ち じ る しか った35～58年 に つ い て 行 な い ・

そ の 結 果 を 要 約 的 に 示 し た の が 表5で あ る 。 す な わ ち 、 物 価 形 成 の 特 徴 を

消 費 者 物 価 と卸 売 物 価(以 下WPエ と 略 称 す る)を 対 比 し て述 べ る とっ ぎ

の 如 くな る。

(1)昭 和35年 に お け る 最 終 供 給 面 の 特 徴

1)CPエ に 占 め る 勤 労 所 得 の 割 合 は28.2%で 、WPエ の25.1%に

比 較 す る と3.1ポ イ ン ト上 回 わ って い る 。 しか し 自営 業 主 ・家 族 徒 業

者 の 労 働 分 を 各 部 門 の 賃 金 で評 価 し 、 こ れ を 勤 労 所 得 に 加 算 す る と三

CPIで52.6%、WP工 は35.4%と な る 。

2)営 業 余 剰 の 割 合 はCP工41.4%、WP工33.7%で い ず れ も 勤 労

所 得 の 割 合 よ りか な り 高 い 。 ま た 営 業 余 剰 中 の 一 項 目 で あ る支 払 利 子

は 、CP工 の5.1%に 対 し 、WP工 は7.1%とCP工 の 方 が2.0ポ イ

ン ト小 さ い 。

3)輸 入 の 割 合 は90%で 、WP工 の21.4%に 比 較 す る と%以 下 で あ

る 。

4)付 加 価 値(家 計 外 消 費 支 出 、 勤 労 所 得 、 営 業 余 剰 お よ び 資 本 減耗 引

当 の 合 計)の 割 合 は84.4%と な っ てお り 、WP工 の71.496を15

ポ イ ン ト上 回 わ っ て い る 。 …'

5)付 加 価 値 に 占 め る勤 労 所 得 の 割 合 は53.4%で 、WP工 の35.2%

と 大 差 は、な い 。 な お 、 労 働 所 得 と し て み る と 、OPエ は62.4%と な

一10一
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表3物 価 指 数 の 形 成 と 変 動(要 約表)

55年 38年(35年 基準) '35～38年 上昇率

全 経 済 蕩膿指藪鱗譲 蕩轟 藁蕩価遍 消 費 者
物 価 指 数

卸 売
物 価 指 数

コ ス ト 計

川 家 計 外 消 費 支 出{殉

(2)勤 労 所 得(〃)

(3)営 業 余'剰(〃}

(う ち支払い利子)(〃)

(4)資 本 減 耗 引 き 当(〃)

(5}間 接 税(〃)
(6)補 助 金(〃)

(7)原 材 料 輸 入(〃)

(8)最 終 財 輸 入(〃}

投 入係数の変化(〃)

10α001000010α00118010501&0%5 .0%4744る15735
1〕94.26184142

3↑89282225工 〕935782ス8826811 .1

1ξ6i)綴)濡){1多1)1謡)(16931 .7)(,1:多)
973104688415791t653t831 .8
690697Z58747Z677259

△ α19△ 〔137△ α16△ 〔L95△ 〔=L41--

91589815る4951155957〔L三5

1.1606070596-△1 .800
0△09△45-一

{g)付 加 価 値 計(〃)
〔(n～(4)の合 計 〕

{10労 働 所 得(〃)

旧}労 働 所 得 分 配 .率 田
〔(1w+(9)〕

(121勤 労 所 得'分 配 率 θa

〔ぽ+(9)〕

82夕884.427t58105.09788822コ1〔L5

-526435377〔18542コ4346191

-624496687554 --

58455455.2547354__

03)"総合就業係数(人/百 万円)
⑭ 総 合雇用係数(〃)
⑮1総 合資本係数(百 万円/百 万円)
㈱ .付加価値総合就業係数(人/百 万円)
〔U3)÷(9)〕

⑰ ㌣ 罐 学 級(百 万円/百万円)
08}『就業者1人 当り労働所得(千 円)
〔0脳03)〕 ・…'

{19雇 用者t人 当 り勤労所得(キ 円,)、 、

〔(2)÷(14}〕'

⑳ 雇6
1ゐ三塁)〕 考1"比 ・ 率 ㈲

閻 女 子 就 業 者 比 率 ㈹

230129001.6212490t329〔164〕2戊 〔220〕

1・2581・220α9631.0610780〔 〔185〕 〕3) ,〔〔25ミ5〕 〕1
,0201.076(α961)1)09601.3571.290〔 △2〔L7〕 で△256〕

27733434227↑24151 .684〔422〕 ζ34B〕

t229'1.2751.345t5161.635〔 △32〕 〔△177〕
㎡(t158)1)
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(1}()内 は住宅賃貸料部門を除 く

(2)㈱ ～⑰欄 の上昇率 〔 〕は、各指数を逆数の形(つ まり生産性)に した上での上 昇率を示す

〕〕は、勤労 所得 ウェイトの生産性上昇率 を示す〔〔(3)



り 、WPIの49.6%よ り もか な り 高 い 。

121昭 和35年 に お け る 生 産 性 、賃 金 、 投 下 労 働 面 の 特 徴

1)付 加 価 値100万 円 当 た りの 総 合 就 業 係 数 は 、CPエ5.43人 、w

l
P工 は2.27人 で あ る 。 っ ま り 、CP工 関 連 産 業 で は 、100万 円 の

付 加 価 値 を 得 る の に 、3.45人(年 間)の 投 下 労 働 量 を 必 要 と し て い

る の に 対 し て 、WPI関 連 産 業 で は 、 そ の 約6割 に 当 る2・27人 に と

ど ま っ て い る こ と が わ か る 。

2)一 方 、 付 加 価 値100万 円 当 た りの 投 下 資 本 量 は 、CPエ で は114

万 円(住 宅 賃 貸 料 を 除 く)で 、WP工 の135万 円 よ り も低 い 。 こ の

よ うにCP工 関 連 産 業 とWPエ の そ れ に あ ま り大 きな 差 が み られ な い

の は 、cP工 関 連 産 業 に 含 まれ る 運 輸 業 や 、 住 宅 賃 貸 料 部 門 の 付 加 価

値100万 円 当 りの 投 下 資 本 量 つ ま り 付 加 価 値 資 本 係 数 が 大

き く、 他 部 門 の低 資 本 係 数 を 補 った た め で あ る 。

3)各 指 数 を 形 成 す る雇 用 労 働 の 平 均 賃 金 は 、CPエ ・25万1千 円

(年 間)、WP工 、26万 円 で あ る 。

つ ま り 、CP工 関 連 産 業 は 、 よ り低 賃 金 依 存 型 で あ り、WPエ は 、

高 賃 金 的 で あ る と い え る 。

(就 業 者 賃 金 一 就 業 者1人 当 た り労 働 所 得 一 と し て み て もOPエ が

18万2千 円 で 、WP工 の21万8千 円 の83%に 過 ぎ な い)

4}各 指 数 を 形 成 す る投 下 労 働 量 の うち 雇 用 労 働 の 割 合 はCPエ の42.1

%に 対 し 、WP工 は59.4%で 、CP工 は よ り業 主 、 家 族 従 業 者 依 存

型 、WPIは よ り雇 用 者 依 存型 とい え る 。

な お 投 下 労 働 量 を 男 子 労 働 、 女 子 労 働 別 に み る と、CPエ を 形 成 す

る 女 子 労 働 の 比 率 は45.4%程 度(全 経 済 は39.1%)で 女 子 就 業 依

存 型 と な っ て い る 。

(3)昭 和35～58年 に お け る最 終 供 給 依 存 度 変 化 の 特 徴

1}CPIの 構 成 項 目 の うち 、 も っ と も大 き く増 加 した の は 資 本 減 耗 引

当 で 、35～38年 間 に31.8%上 昇 、3.3ポ イ ン トの 増 加 とな った 。

こ の 増 加 率 はWPエ に お い て もほ ぼ 同 程 度 で あ る 。

2)つ い で 勤 労 所 得 の7.6ポ イ ン ト、26.890(雇 用 者 比 率 の 上 昇 を 除
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け ば6.6ポ イ ン ト、25.4%)営 業 余 剰 の70ポ イ ン ト、16.9%

(雇 用 者 比 率 の 変 動 を 調 整 す れ ば8.0ポ イ ン ト、19.396)が 大 きい 。

こ れ ら の 増 大'を 品 目 別 に み る と、 勤 労 所 得 比 率 の 増 大 は 大 部 分 が 中

小 企 業 性 製 品 で あ り、 大 企 業 性 製 品 は ほ と ん ど 寄 与 し て い な い 。 つ ま

りCP工 の 上 昇 に お け る勤 労 所 得 比 率 の 増 大 は も っ ぱ ら 中 小 零 細 企 業

部 門 で あ り 、 大 企 業 の 賃 金 上 昇 は ほ と ん ど寄 与 し て い な い とい え る の

で あ る 。 こ れ に 対 し、 営 業 余 剰 は 、 農 水 畜 産 物 、 中 小 企 業性 製 品 と と

も に 大 企 業 性 製 品 で も若 干 の プ ラス に 寄 与 し て い る 。

3)営 業 余 剰 の 一項 目 で あ る支 払 い 利 子 は 、 企 業 に お け る借 入 金 の 増 大

を 反 映 し て 、51.7%の 増 加(WP工 は28.9%)と な り、CPエ に

.占 め る 割 合 は 、35年 の5.14%か ら 、38年(35年 価 格 評 価 のC

P工 水 準 に 対 す る 割 合 、以 下 同 じ)に は6.77%に 高 ま った 。

4}一 方 、 補 助 金 は 消 費 者 米 価 を 抑 え る た め の 食 管 赤 字 の 増 大 で 、35

年 の マ イ ナ スO.37%か ら38年 に は マ イ ナ ス0,95%と な った 。

5)投 入 原 材 料 の 節 約 、 代 替 等 に よ って 、CPIは0.9%の 低 下 を み た

が 、WP工 の 場 合 の4.5%の 低 下 に く ら べ る と 小 幅 で あ った 。 これ は

CPエ で は 各 種 の 要 因 で 原 材 料 投 入 面 で の 技 術 進 歩 が 、WPエ に くら

べ て 進 み に くい とい う要 因 が 作 用 した た め と思 わ れ る 。

(4}昭 和35～58年 に お け る生 産 性 と 賃 金 上 昇 の 特 徴

1}物 的 労 働 生 産 性 の 上 昇 は 、5年 間 に16.4%で 、(投 入 構 造 の 変 化

を 含 め れ ば1Z3%)WPエ の22.0%上 昇(投 入 構 造 の 変 化 を 含 め

れ ば26.5%)を か な り 下 回 わ った 。 こ れ は 、CPIに は 生 産 性 の 上

昇 が 余 り期 待 で きな い 対 個 人 サ ー ビ ス 、 医 療 、 教 育 な ど を 含 む こ と、

お よ び 労 働 の 資 本 装 備 率 の 上 昇 が 鈍 い こ と な ど に よ る 。

しか し、 雇 用 者 だ け に 限 っ て み る と 、 そ の 上 昇 率 は18.5%(WP

工 で は25.3%)と な る 。

2)一 ー一・一方 賃 金 の 上 昇 率 は 、CPエ で は 低 賃 金 労 働 者 へ の 依 存 度 が 高 く、

こ の 部 門 の 上 昇 率 が 大 き か った た め45、9%の 上 昇 で あ った 。 こ れは 、

WP工 の3ス3%の 伸 び の1.25倍 に 当 っ て い る。 こ れ らの 伸 び率 を

毎 月 勤 労 統 計 に お け る規 模 別 賃 金 の 上 昇 率 と並 べ 示 す と、 図1の とお
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80

り で 、CP工 賃 金 の 上 昇 率 は 、5～29入 規 模 な い し は30～99人

規 模 の そ れ に 近 い 。(し か し、 こ の よ う なCP工 賃 金 の い ち じ る し い

上 昇1(も か か わ ら ず 、38年 のCP工 雇 用 者 賃 金 は 、35万7千 円

(年 間)に 過 ぎ ず 、WPIの そ れ(55万7千 円)の94%の 水 準 と

な って い る 。

'
㈱ な お 、就 業 者 賃 金 では 、 この 伸 び 率 が よ り以 上 に 大 き く、C

P工 で56.6%、WP工45.4%で あ っ た 。 しか し58年 のc

'
P工 就 業者 賃 金 水 準 は 、28万5千 円 で 、WP工 の そ れ の80

%の 水 準 に 止 っ て い る 。

3)CP工 はWP工 に 比 較 し て、 生 産 性 上 昇 率(個 別 企 業 の 生 産 性 と、

構 造 変 化 に よ る 業 種 別 生 産 性 の 総 合 上 昇 率)が 小 さ く、 賃 金 上 昇 率 ば

逆 に 大 きか った こ と が 、 両 指 数 の か い りに 大 き な 役 割 りを 果 た し た と

み る こ と が で き る 。

4)付 加 価 値 に 占 め る 勤 労 所 得 の 割 合(勤 労 所 得 分 配 率)は 、35年 の

53.4%か ら38年 に は34.7%(雇 用 者 比 較 の 上 昇 が な け れ ば

J7ろ.8%)へ と ほ とん ど変 化 っ て い な い 。

60
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図1生 産性および規模別賃金等の上昇率(55～38年)
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4.む すびと今後 の課題

以上 の諸 分析 か らす るな ら ば、 戦後20年 間 におた る高度 経 済 成 長 率 の

持 続 が急 速 に 不 完全 就 業 層 の 取 くず しを進 行 させた が 、反 面労 働 力需給 の

引 締 ま りが初 任給 の上 昇 を もた ら し、 従来 の生 産 方法 を固執 し てい る低 規

模 部 門、低 生 産 性部 門 の 価 格 引上 げ とな った こ とは 明 らか で あ る。 した が

って 、先 進 諸 国に お い て 問題 とされ てい る よ うな労 働 組合 の交 渉 力 が生産

性 上 昇以 上 の賃 金 上昇 を か く得 し、 こ れが物 価 上昇 の主 因 とな ってい る と

す る いわ ゆ る コス トイン7レ 論 とは 全 く異質 の もの であ る 。

日本 の そ れは 、賃 金 格 差 縮 小 イン フレあ るいは近 代化 イ ン フレ ともいわ

れ るべ き ものな の で あ る 。 この よ うに考 え るな らば、 日本 の物 価 問 題 は、

先 進 諸 国の そ れ に くらべ れ ば、解 決 の方途 を 容易 に 見 出 す こ とが で きるこ

す な わ ち、 生活 水 準 向 上 の背 景 とな る適度 の経 済 成 長率 を維持 し、望 ま し

い 賃 金 格差 の縮 小(同 一労 働 同 一賃 金 の貫 徹 、労働 力の 有効 発揮)が 価 格

の 上昇 に結 び つか な い よ うな政 策 す なわ ち、全 体 と しての労 働 生産 性 の上

昇 が要 請 され る。 その た め に は第1に 各企 業 と も労働 節 約 的 生 産 方法 の採

用 に努 め る こ とが必要 で あ り、 また そ の よ うな 方向 での 技術 開 発 が 要請 さ

れ る。第2は 業 種 内 で の構 造 改 革 問題 で あ る。

幸 い に もわ が国 に は各 業 種 に わた って 同一 生産 物 を生産 す るの に 、 い く

っ かの 生産 方法 が存 在 してお り、 そ の うち労 働 集 約 的な 生産 方法 か ら労働

節 約的 生産 方法 に転 換 す るこ とに よ っ て、各 業 種 と しての労 働 生 産 性 の上

昇 が可 能 で あ る 。第5に 労 働 集 約 的産 業 の縮 小 、労 働 節 約 的産 業 の拡 大 を

図 ろご とに よ って産 業 全 体 と しての生 産性 の 向上 を図 る こ とで あ る。 この

問 題 は当然 の こ とな が ら 、輸 入 、 輸 出 な どの経 済問 題 と関連 し よ う。

第2、 第3の 課 題 を 遂 行 さ せ るた めには 、労働 力の 流動 性 を 高 め る ため

の諸 方 簸 た とえ ば脱 農 、脱零 細 に よる雇 用老化 のた め の財 政 的補 助、

社 会保障 の 充実 ・児童 手 当の 新設 に よる中 高年 労働 力の 流動 性 の 促進

を は じめ土 地 制度 の改 革 、流 通機 構 の 整備 、企業 統 合 な どに よる産 業 構造

の 改善 に積極 的 に取 組 み 、 企 業 内 に お い ては労働 力の 再訓練 に よる過剰 労

働 力の 有効 利 用 を 図 り、 また 託 児所 等 の設 置 に よる中 高年 女 子非 労 働 力の
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労 働 力化 政 策 の 推 進等 が必 要 で あ る。

以 上 の諸政 策 が積 極 的に 進 め られず 、旧態 依 然 た る生産 方 法 、制 度 に固

執 して生 産 性 の 向上 が 図 られ ない な ら ば、 今後 の 限界 的 な雇 用供 給 が・

15才 人 口の す う勢 的 減 少 、進 学率 上 昇 に よ る労 働 力化 の お くれ 、無 業 者

か ら労 働 力化 し うる層(た とえば失 業 層)の 澗 渇 、1次 産 業 か らの転 職 労

働 力の減 少 等 か ら急 速 に 縮 小す る と予 想 され るの で経 済 成長 は いた ず らに

物 価 の上 昇 とな り、 実質 的 生活 水準 の 向上 に 結 び つ か な いお それ な し とし

な い 。 この 結果 わ が国 にお い て も西 ドイ ツ経 済 と同様 奇跡 の 終 え ん とな り

ひ い て は 、 イギ リス経 済 の 如 き沈滞 に落 込 む 可 能性 を 秘 め てい る ので あ る。

今 こ そ、 労働 面 か ら くる新 しい雇 用情 勢 に真 剣 に 取組 む ぺ き段 階 に い た

ってい る とい って過言 では な い。

4

4
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(付)価 格の産業連 関分析 の手法

産 業 連 関 分 析 は ↓ 物 量 生 産 と価 格 の 両 面 に お け る 変 化 の 波 及 の状 況 を 明 ら

か に す る こ と が で き る 。 し か し 産 業 連 関 表 とそ の 分 析 の 創 始 者 レ オ ンチ ェ フ

がTheStruc七urθofAmθricanF,eonomy(初 版1941年 、 第2版

1951年)を あ ら わ して 以 来 、 分 析 の 中 心 は 、 主 と し て 生 産 、 雇 用 等 の物

量 面 に 置 か れ 、 価 格 変 動 の 分 析 に つ い て は せ い ぜ い 物 量 分 析 と の双 対 的

(dual)な 意 味 で 簡 単 な 分 析 が な さ れ た に 過 ぎな か っ た 。 そ れ ら 数 少 な
.い 価'

格 分 析 の 手 法 は 、 い ず れ も レ オ ン チ ェ フ が 第2版4部 で展 開 し た 価 格 モ デル

を 基 本 と し て い る 。

本 分 析 も ま た こ の モ デ ル を 基 礎 と し、 こ れ に 加 え て 就 業 係 数 、 雇 用 係 数 、

資 本 係 数 、雇 用者1人 当 り勤労 所 得 、 付 加 価値 生産 性 な ど生産 の 本源 的 要素

に関 す る情報 を も加 味 して観 察 を深 め て い る。 した が って、分 析 の手 法 と し

ては 従 来 の手法 同様付 加 価 値 率(生 産 額 に 対す る付 加価 値額 の割合 、所 得 率

と もい う)を 外 生 的 に与 え た オ ー プ ンモ デル に よる分析 で ある。

"

(1)価 格 モ デ ル と価 格 の 最 終 供 給 依 存 度

分 析 モ デ ル に っ い て以 下 に 簡 単 に 述 べ て お く。

い ま 市 場 に あ る 財 と サ ー ビ ス の 種 類 はn個 で あ る と し 、 そ れ ぞ れ の 価 格

水 準 をPj、 国 産 品 の 投 入 係 数 をaij、 輸 入 品 の そ れ をmij、 輸 入 品 の 価

格 水 準 をPim、 付 加 価 値 率 をVjと す れ ば 産 業 連 関 表(生 産 者 価 格 評 価)

の 投 入 に 関 す る バ ラ ン ス 式 か ら 、

　 　
Pj=:Σaijpi+Σmijpim+vj(」=1、2

i=1i=1

、n)

(1}

が 成 立 し て い る 。

国 産 品 投 入 係 数 に 関 す る 逆 行 列 係 数 をbijと し 、(1)式 をPjに っ い て 解

け ば 、
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ロ ロ 　
pj=ΣbijΣlnkipkm+Σbijui(j=1、2

i=1k==1i=1

、n)

(2)

が 得 られ る。

(2}式 は 、3部 門 の 価 格Pjが 、 輸 入 財 関 連 の 価 格 部 分 と ・ 付 加 価 値 に 関

す る 価 格 部 分 の 和 に'分 解 され る こ とを 示 して い る 。'.

つ ぎに 鴻 門 の付 加 価値 率 ・・ を口3ぱ の よ うva勤 労 所 得 、営 業 余剰 な

ど付 加 価値 の構 成要 素 に 分け 、

Vi ..Vi"}+Vi(2)+ +Vi(B)

こ れ を(2)式 に 代 入 す れ ば 、Pjは

(Sは 構 成 要素 の 数) (3)

ぐ

・・一

、…1・ ・」。…1…p・ ・+、 …1…v・ 川+… …・ 、∵1b・j▽ ・(s)

ω

とな り、 価格 の 構 成 を輸 入 と付 加 価値 構 成要 素 のお の おの に細 分化 す るこ

とがで き る。基 準 時 点 にお い ては 生産 物1億 円の 価格 水準 は1で あ り、輸

入 品1億 円の価 格 水準 も同 じ く1で あ るか ら、 この場 合 の(4)式 は 、

[

i。 三 ・、」 Σ。。、+三 ・、、・・ω+
i=1i==1

ロ
+Σbijvi(B)

i=1

(4)

と簡単 に な り 、右 辺 の各 項 は 」部 門 の 価格 水 準1の コス ト面 か らの 構 成比

を 示 す こ とにな る(こ れ を価 格 水準 の 最 終供給 依存 度 と呼 ぶ こ とにす る)。

本 分析 で は 最 終供給 要素 と して 家計外 消 費 支 出 、勤 労 所得 、営 業 余剰 、 資

本減 耗 引当 、 間接 税 、補 助金 お よび輸 入 の7項 目を 採 用 した。

これ ら の諸要 素は 、国 民経 済 計 算 に お け る総 供給 の概 念(国 民総 生 産+

輸 入)に 類 似 し てお り(た だ し家計 外 消費 支 出 が含 まれ てい る)、 これ を

国民所 得 、調 整 項 目(国 民総 生産 と国 民純 生 産(国 民所得)と の差 額)・
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㍉.家 計外 消費 支 出 お ・ぴ輸 入 ・ 分納 ・ ・れ を ・ らに 細 分 割 咋 もの 舗 当
'
L.て .い・.そ の 定義 は 、麟 醐 表繊 の際 の 麟2'が その ま ・恥 られ

て い るが 、営 業余 剰 に 関 しては 特 に各 部 門 が支 払 った 金 融部 門 への 帰属 利

3)
子 分を含 んで い るの で注 意 頂 きた い 。

⑰ 一'(2)「 昭和35年 産 業 連 関表 作成 作 業報 告 ゴ'(行 政 管理 庁 統計 基
、

準 局)参 照 。
ミ ビ

翻(・)鱗 連関表 で碇 融業の生願}ま ・貸付利〔懸 口 笠 子

支 払 との 差 額 と し 、 車 楽 、 家 計 、政 府 な どの 預 金 者 に 対 し て 、

こ の 帰 属 的 金 融 サ ー ビ ス を 提 供 し・た主 の、と七 て 処 理 し て い る 。

・のため鵠 の酸 に賄 う帰醐 齢 曲 管蕪 轍蝉 禦ぎ

せ てい る 。 こ の よ うな 便宜 的 な 取 り扱 い は 、価 格分 析 を行 な う

場 合 に は不 合理 と考 え られ る ので 、 金融機 関 への帰 属 用役 を本

来 の 営業 余 剰 に も ど した概 念 の ものを本 分析 で の営 業 余 剰 と定

義 した。

(2)生 産 物1億 円 の財 に 含 まれ る投 下労 働量 、投 下資本 量 等

i部 門 にお け る1億 円の 生産 物 を 得 るのに必 要 な直 接 投 下労 働 量 、使 用

資 本 量 を そiそ れ ・ゴ(人/億 円 、 就 業 係 数)、ki(億 円/億 円 ・ 資 本

係数)で あ らわ す こ とにす れ ば、j部 門 の生 産物1億 円に凝 縮 され た 国内

投 下労 働量 また は投 下 資 本量 の 総計 は 、逆行 列 係数bijを 使 って、

●

け
Σli

j=1

ロ

bij ,Σkibijに よ っ て 計 測 され る 。 こ れ が 生 産 額 ベ ース
i=1

の 総合 就 業 係 数 、総 合 資本 係 数 で あ る。

なお 、投 下 労 働 を 雇 用 者(雇 わ れ て い る もの)だ け に 着 目 し、i部 門に

お け る生 産物1億 円当 りの直 接 雇 用投 下 労働 景 を θi(人/億 円)で 示 せ

ロ
ば 、 同 様 に し て Σ θibij

i=1

に よ っ て総 合 雇 用 係 数 を 得 る 。

さ ら に 、i部 門 の 雇 用 者1人 当 りの 賃 金(正 確 に は 雇 用者1人 当 り の 勤
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け

労 所 得)をWiと 書 け ば 、 Σ θiWibijは 、 生産 物1億 円 当 り に含 ま れ
i=1

る勤労所 得 の総額 に 当 ってい た る。 それは また 価格 の 最 終供 給 依 存 度 にお

け る勤労 所得 の 依 存度 を金額 表 示 した もの と も一致 して いる 。 そ こで

　 ロ

Σ θiWibij/Σeibijを 算 出 す れ ば 、 こ.の 値 はj部 門 の 生 産 物 を
」=1i=1

牢 るた め に投 下 された 雇 用労 働 の 平均 賃 金 を示 す こ とに な る 。つ ぎに 、最

終供給 依 存度 にお け る 家計外 消 費支 出 、勤 労 所 得 、営 業 余剰 お よび資 本減

耗 引 当の 和 を金 額 表示 す れ ば、 こ の値 は1億 円の生 産 物 に 含ま れ て い るこ

の よ うな意味 で の 国 内総 合付 加 価値額 を示 し て いる 。そ こで 、 こ の値 を総

合 就 業 係 数 で除 せ ば 、生産 物 生 産・の ため に投 下 した労 働 量 の総 合 付 加 価値

(労 働)生 産性 が得 ら れ る。 同種 の 計 測 は資 本 の面 か ら も資本 の総 合付 加

価 値 生産 性 と して 算 出 され る。 そ れ らの 逆数 は 付 加 価値 ベ ー スの総 合 就業

係数 、総 合 資 本係 数 で あ り、 生産 額 ベ ースの それ と並 行 的 に論 ず る こ とが

で きる。

とこ ろで、 営業 余 剰 中の 一要 素 で あ る個人 業 主所 得 は、 労働 の投 下 に見

合 う所 得 と、 資本 稼 働 に よる所得 との混合 所 得 で 、価 格 水準'に 占 め る労働

部 分の 割 合を 計測 す る の に不便 で あ る 。 この難 点 を回 避 す る には何 等 か の

方法 に よ って両者 を分 離 す る こ とが必 要 で あ るが、本 分 析 で は、 個人 業主 、

家族 従 業 者1人 当 りの労 働 の ため の所 得 は 、 そ の部 門 に雇 わ れ てい る雇 用

者1人 当 りの賃 金 に等 しい もの とみ な して換算 した 。 こ れ と雇 用 者 の労働

に 見合 う所得 す な わ ち勤 労 所 得 とを 合算 しこれ を労 働 所 得 と呼 ぶ こ とにす

る。

こ の よ うに定 義 す れ ば、 部 門別 の労 働 所 得 は つ ぎの 算式 か ら得 られ る。

(労 働所 得)一(勤 労 所得)×(就 業者 数)+(雇 用 者 数)

付 加価 値 か ら、 この 労働 所 得 を 引い た ものを 資 本所 得 と呼 ぶ と、 部 門 別 の

これ らの値か ら総 合 労 働所 得 、総 合 資 本 所得 が算 出 され る。 また これ をそ

れ ぞれ総 合就 業係 数 、 総 合 資本 係 数 で除 せ ば、 就業 者1人 当 た りの労働 所

4
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得(以 下 では就 業 者賃 金 と略称 す る)、 資本(有 形固 定 資産)単 位 当 た り

の 資 本所 得 な どの指標 を得 る。

(3)物 価 指数 への組 替 え'〆

生 産者 価格 に関 す る以 上 の 諸 指 標 は 、物 価 指 数採 用 品 目の ウェ イ トを用

い て物 価指 数 に組替 え る こ とが で きる。 こ の分析 では 、物 価 指数 と して消

費 者物 価 指 数(全 都 市 、総 理 府 総 計 局)お よび卸 売物 価 指数(日 本 銀 行)

を選 ん だ。
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第2章 賃 金 問 題 と 経 済 動 向

1.賃 金 問 題 分 析 の 角 度 と 方 法

賃 金 問 題 に つ い て 種 々 の 角 度 か ら の 検 討 が 考 え ら れ る が 、代 表 的 な 分 析

角 度 は 次 の3つ で あ る 。

① 賃 金 と経 済 との 関 係 マ ク ロ的

② 業 種 別 賃 金 の 相 互 関 係 セ ミ ・マ ク ロ

③ 賃 金 体 系 と企 業 収 益 との 関 係 ミク ロ

他 方 に お い て 賃 金 問 題 を検 討 す る 方 法 と し て は 、 次 の よ うな ア プ ロ ーチ

が あ る 。

A.シ ス テ ム ・シ ミ ュ レ ー シ ョ ン

a.計 量 経 済 学 的 方 法 に よ る モ デ ル

b.シ ミ ュ レ ー シ ョ ン ・ラ ンゲ ー ジ に よ る モ デ ル

c.FORTRANに よ る モ デ ル

B.マ ル コ フ過 程 に よ る モ デ ル

C.'モ ン テ カ ル ロ法 に よ る モ デ ル

D,数 理 計 画 法 に よ る モ デ ル

以 下 に 紹 介 す る の は 分 析 角 度 と し て は 、① の 角 度 か ら 、 方 法 と し て は 、

Aのaを 使 っ て の 検 討 結 果 で あ る 。

な お 、 参 考 の た め に 書 き添 え る と 、 計 量 経 済 モ デ ル と し て は 、 対 象 の 範

囲 か ら 考 え て 、 次 の7つ に 分 け ら れ る 。

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

:㌔ ㌫ デル,例_,)}

三 襟 モデル}

iill三三三∵二∴]

国際的視野

国家 的視野

企業 の視 野

この 研 究 の 意 図 は 、 賃 金 と物 価 の 関 係 を 織 り こ ん だ マ ク ロ経 済 モ デ ル の
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検 討 にあ る 。従 来 マ ク ロ経 済 モ デ ルは官 庁 ・銀 行 ・大 会社 に おい て数 多 く

作 成 され て い る が 、国民 所 得5面 を 中心 とした 実物経 済面 での 分析 に重点

が おか れ 、賃 金 と物 価 を含 んだ 分析 は 必 ず し も充 分 でな か った 。

今後 労 働 不 足 の経 済 に移 行 す るわ が国 に と って労働 ・賃 金 問題 は極 め て

重要 で あ り 、 また賃 金 と物 価 の問題 を 巨視 的 な視 点 か ら追 求す る こ と も肝

要 で あ る こ とは言 を またな い。そ こで賃 金 ・物 価 ・経 済 の相 互 関係 を 分析

す る ため の ツール と しての計 量 経済 モ デル を作 成 す る こ とと した 。

2.モ デルの体系と概要

ま ず モ デ ル の 体 系 で あ る が 、 賃 金 ・物 価 ・実物 経 済 ・企 業 の4部 門 を 考

え 、 そ の 相 互 関 係 を 計 量 経 済 学 の 方 法 に よ っ て と ら え る こ とに す る 。各 部

門 で の キ ー ・フ ァ ク タ ーは 賃 金 ・生 産 性 ・消 費 者 物 価 ・所 得 ・利 益 で あ る 。

物 価 は 細 分 す る に こ した こ とは な い が 、 そ れ は 今 後 の 研 究 に ま つ こ と と し

賃 金 部 門 を や や 詳 し くす る もの と し よ う。

モ デ ル の 体 系
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モデ ル の 概 要 を 要 約 す る と次 の 通 り で あ る 。

モ デル作 成 の 目的

内 生変 数

外 生変 数

デ ー ・タ 期 間

推定方法

労 働 を 中心 と した経 済 の 分析

25個

10個 純 外 生変 数

4個 先 決 変 数

昭和28年 ～39年

(年 度 ベ ース ・半 年 ベ ース 使用)

最 小2乗 法

また モデル の フ ロー ・チ ャー トは別掲 の通 り にな る 。

モ デ ルの構 造 を 説 明 し よ う 。労働 生 産 性 が労 働 装備 年 、労働 時 間 、時 間

に よ って きま る と 、毎 勤 甲賃 金 が この労 働 生産 性 と消費 者 物 価 の 動 向 で決

定 され 、毎 勤 甲賃 金 が初 任 給 の動 向 と合 わ さ って毎勤 乙 賃 金 が きま る、毎

勤 乙賃 金 の増 減 と個人 消 費 の 増減 で消 費者 物 価増 減 が決 定 され る 。また初

任給 増 減 は 前年 の初任 給 増 減 と新 規 労働 可能 人 口、非1次 産 業 所 得 の 影響

で決 定 さ れ る。以 上 が賃 金 と物 価 部 門で あ る。

実 物経 済 部 門 に移 る と、個 人 消 費 は雇 用者 所得 と個 人 業 主 所 得 で決 定 さ

れ る 。非1次 産業 所得 は 国 民 総 支 出か ら1次 産 業 所得(外 生変 数)を 差 し

ひい て求 め る 。国 民総 支 出は 個 人 消費 とその 他 国民総 支 出 との 合 算 として

計 算す る 。

最 後 に 企業部 門 に移 る 。人 件 費 は 雇用量 、 甲 ・乙 賃 金 で き まる 。支 払利

息 が借入 残 高 と金 利 で決 定 され 、支払 利 息 と人 件 費 で損 益 分 岐点 が き まる 。

損 益 分 岐 点 と売 上 で利 益 が計 算 され る 。設 備投 資 は利 益 や償 却 ・借入 で き

まる 。

な お 、 この モ デル では 消費 者 物 価 を 一 つ に ま とめ てあ るが 、大 企業 製 品

と中 小企 業 製 品 に分 け る とか 、主 要 品 目 に分 けれ ば 、一 層 興 味 あ る分析 が

可能 であ る。

こ れに対 応 して個人 消 費 支 出 も細 分 す れぽ 、 消費者 物 価 との対 応 がなり

た ち 、消 費者 行 動 の研 究 お よび経 済 面 へ の影 響 を検 討 で き る 。

別 稿 の因 子 分析 結果 と比較 対 照 す る こ とに よ って 、賃 金 が上昇 した 際に

どの 項 目へ の 支 出 が増 加 す るか を検 討 す る こ とがで きる 。
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3.各 式 の 内容

1)個 人 消 費 関 数

個 人 消 費 は 通 常 は 個 人 可 処 分 所 得 あ ろ い は 前 期 個 人 消 費 支 出 で 説 明 す

'る の が 普 通 で あ る が
、 こ こ で は 雇 用 者 所 得 、 個 人 業 主 所 得 、時 間 の3つ

を 説 明 変 数 と し て と り あ げ 、4つ の 式 を 推 定 し た 。(1-1、1-2、

2-1、2-2式)'

そ の 結 果 、時 間 を 説 明 変 数 と して 入 れ る と1-1式 、1-2式 に み ら

れ る ご と く符 号 条 件 が マ イ ナ ス とな る の で不 適 当 で あ る こ とが 判 明 し た 。

ま た 個 人 業 主 所 得 は 雇 用 者 所 得 と一 緒 に 説 明 要 因 とす る と 、2-2式 に

み られ る
,ご と く偏 相 関係 数 が0.24と 低 く、t比 率 は0.8に 止 ま り 、 し

か も重 相 関 係 数 は2-1式 と余 り 変 り が な い 。2-1式 す な わ ち 雇 用 者

所 得 の み で 説 明 す る だ け で 充 分 で あ る と も言 え る が 、 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン

に よ り効 果 を た し か め る に は2-2式 の 方 が 参 考 に な る と も言 え よ う。

2)労 働 生産 性 関 数

前年 の労 働 装 備 率 に よ って今年 の労 働 生産 性 が決 定 され 、労 働 時 間 と

時 間を 加味 して説 明変 数 とした(1-3式)。 時 間を説 明変 数 と し たの

は技 術進 歩 を あ らわ す た め で あ る。

その結 果 は 良好 で あ った。偏 相 関係 数 に注 目す る と、労働 装備 率 、労

働 時 間 、時 間 の順 で労 働 生産 性 に影響 してい る こ とがわ か る。,:

3)毎 勤 甲賃 金 関 数

賃金 は2分 して 、 甲賃 金 と乙賃 金 に分 け た 。 これ は賃 金 を 一 本化 す る

に は無理 が あ り、2分 す る こ とに よ って賃 金 へ の影 響 の正 しい姿 を把 握

で きる と考 え た ため で あ る。

毎 勤 学賃 金 は大 企業 の 賃 金 であ る か ら、旺 盛 な設 備投 資や 合 理化 努 力

に よ って高め られ た労 働 生産性 に 大 き く影響 を うけ 、他 方 にお い て消 費

者 物 価 が上 昇 す る と賃 上 げの 圧迫要 因 とな る と考 え 、 この2の 要 因 で1

-4式 を計 算 してみ た。 結果 は極 め て良好 なQ:で こ れを 採用 で きる ζ思
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う 。注 目 す ぺ き は 生 産 性 の 影 響 も さ る こ と な が ら ・ 消 費 者 物 価 上 昇 の 影

響 の 方 が 大 で あ る と の 結 果 を え た こ と で あ る 。

4)毎 勤 乙賃 金 関 数

乙 賃 金は 中小 企業 の賃 金 で あ るか ら ・ 甲賃 金 の 動 向 に左 右 され る もの

と し、 また若 年 層 の労 働 ひ っ迫 の影響 を受 けや す いの で前 年 の 中卒 初 任

・ 給 を 説 明変 数 とし た(1-5式)。 そ の結果 は 甲賃金 の影 響 よ り初任 給

の 影 響 の方 がや や大 き い とい う ことに な った 。

亨

5)中 卒 初 任 給 増 減

初 任 給 の 水 準 だ け で は な く、 さ らに 微 妙 な 差 を 出 す た め に 、 初 任 給 増

減 を 分 析 す る こ と と し た 。 説 明 要 因 と し て は 前 年 の 初 任 給 増 減 と 、 非1

次 産 業 所 得 増 減 、 新 規 労 働 可 能 人 口の3つ を と っ て み た 。(1二6式)。

他 に も新 規 労 働 入 口 を は ず し た2-3式 や 、最 近 の 初 任 給 の 急 一ヒ昇 を反

映 さ せ る た め の 構 造 ダ ミ ー変 数 を つ け 加 え た2-4式 も 推 定 し て み た 。

そ の 結 果 で は1-6式 が 最 も よ く、 こ れ の 採 用 が 望 ま し'い 。 た だ し欲 を

言 え ば 、労 働 可 能 人 口 の 説 明 力 が 弱 い の が欠 点 で あ り 、 で ぎれ ば 今 一 段

の 工 夫 を 加 え 労 働 需 給 を ド ラ ス テ ィ ック に あ らわ す よ うな 指 標 が ほ し い

と も言 え る 。 な お 前 年 の 初 任 給 を 説 明 変 数 と し た の は 、 初 任 給 の 上 昇 レ

ベ ル は 一 た ん あ が り だ す と 前 年 以 下 に は さ が り に くい と い う状 況 を あ ら

わ す た め で あ る 。 ま た 非1次 産 業 所 得 を と っ た の は 、 農 林 ・水 産 な どの

1次 産 業 を除 い た産 業 の 所 得 水 準(ふ と こ ろ 具 合)に よ っ て 初 任 給 が 左

右 さ れ る と考 え た た め で あ る 。 新規 労 働 可 能 人 口 は 労 働 供 給 力 に よ っ て

初 任 給 が 左 右 き れ る と考 え 、供 給 が ふ え れ ば 初 任 給 が 下 る と 考 え た た め

で あ る 。

6)消 費 者 物 価 増 減 関 数'

消 費 者 物 価 は 、'こ の モ デ ル で 重 要 な変 数 な の で 種 々 の 式 を推 定 し て み

た 。1-7式 、1-8式 、1-9式 、1-10式 、2-5式 、2-6式

2-8式 、2-9式 が そ れ で あ る 。 説 明 変 数 と し た の は 毎 勤 乙 賃 金 増 減

`
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個 人 消費 増 減 ご 物 価 政=策"ダ ミ ー'、時 間 ボ 構 造 ダ ミ ー で あ る 。 消 費 者 物 価

は 近 年 の 上 昇 を 適 切 に 説 明 す る こ と が で き ず 、 結 局2-9式 の 構 造 ダ ミ

ー 変 数 に よ る 調 整 し た 式 を 採 用 す る こ と に し た
。

7)雇 用 者 所 得 関 数

雇 用 者 所 得 は 企 業 部 門 に お け る 人 件 費 支 払 が 増 加 す る と増 大 す る こ と

と し て1-11式 と推 定 し た 。 さ ら に 総 雇 用 量 に占 め る 雇 用 を説 明 変 数

と し て つ け くわ え た2-10式 を 推 定 し た が 、 そ れ ほ どの 改 善 は み ら れ

な か った 。2-10式 を 採 用 す る と す れ ば 方 程 式 体 系 が 非 線 型 に な る の

で 、1-11式 の 方 を 採 用 す る こ と と し た 。

8)個 人 業 主 所 得 関 数

これ は 単 純 に 国 民 総 生 産 を 説 明 要 因 と し た1-12式 を 推 定 し た が 結

果 が 良 好 で'あしつ た⑳ 丁で 、 こ れ を 採 用 す る こ と と した 。

9)人 件 費 関 数.

毎 勤 甲賃 金 、乞 賃 金 を ぞれ そ れ説 明変 数 とし 、 さらに 雇用量 、 巻斗 賃

上 率 を 加 え て1ご1'3式 、1-14式 、1-15式 を 推 定 し た 。

巻 斗 賃 上 率 は 余 りつ け 加 え て も効 果 が 出 な い の で 、'1-14式 が 妥 当

と 思 わ れ る 。

10)企 業 売 上 高 関 数

国 民 総 生 産 だ け を 説 明 要 因 と し て1-16式 、 さ ら に 前 年 の 国 民 総 生

産 を っ け くわ え て1-17式 を 推 定 し て み た 。 し'か し 前 年 の 国 民 総 生 産

を 追 加 し て も効 果 が あ が ら な い との 結 果 が で た 。 た だ し単 期 間 に す る と

年 に よ って 実 績 値 と現 論 値 の 乖 離 が 大 き いの で 構 造 ダ ミー 変 数 を 追 加 し

た2-10式 を 採 用 し た 。

11)利 益 関 数

売上 げが ふ え る と利 益 が ふ え 、 また損 益 分 岐点 が上 昇 す る と利 益 が さ
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が る と し て 、1-19式 を 計 算 し た が 、結 果 は 良 好 で あ った 。

12)損 益 分 岐 点 関 数

コ ス ト面 か ら だ け 説 明 す る こ と と し 、 減 価 償 却 、 支 払 利 息 、人 件 費 を

説 明 変 数 と し て1-19式 を 計 算 し た が 、 減 価 償 却 費 が マ ル テ ィ コ リニ

ア リテ イ ー の 関 数 か ら 符 号 が マ イ ナ ス とな っ た の で 、 さ ら に2-11式

2-12式 を 計 算 し 、2-11式 を と る こ と と した 。

15)支 払 利 息 関 数

貸 出 金 利 と貸 出 残 高 で 説 明 し た 一 種 の 統 計 式 で あ る が 、1-20式 を

採 用 した 。

14)減 価償却 関数
♪

説 備 投 資 残 高 で 説 明 し た1-21式 が 良 好 な の で 、 こ れ で 良 い と思 う 。

15)設 備 投 資 関 数

1-22式 、1-23式 、2-14式 、2-15式 、2-16式 、2

-17式 と 種 々 試 み て み た が 充 分 な 結 果 は え ら れ て い な い 。 利 益 を 説 明

変 数 としたの は ・ いわ ゆ る利 潤 原理 に基 くもの であ り ・貸 出金 利 は・金 融

政 策 をあ らわ す指標 と して 、そ の他 に 前年 の 設備 残 高や 設備 残 高 と売 上

の 比率(供 給 過 剰 を あ らわ す もの として)な どを入 れ てみ た 。符 号条件

が あわ・な い点 が まだ改 良 され てい な い。

1
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労 働 経 済 モ デ ル 推 定 結 果(第2回)

{

.99.99 実 質 .頁 B (1

2-t個 人 消 費 18405 +106.96 雇 用 者 .9993 8545 1.35

t18 所 得

ga4

.99.98 .98.24 個人業 主

2-2.伺 上 153tO +102.06 同 上 +1a537 所 得 .9993 8ス22 1.27

6.45 23,722
φ

150 α8

1 .84.24 中卒初任給 .91.68 非1次

2-5中 卒 初 任 給 一661
.3 +α2203 増 減t-1 +α1004 産業所 得 .8986 283.97 1.49

〆

増 減 a2969 α0359

α7 28

.84.18 .91.67一 .20.14 構 造 ダ ミー

2-4同 上
一7091 +田762 同 上 +α1078 同 上 一 α1081 .8877 29ス90 1.47

a5285 α0416 α2565

05 2.6 α4 .

.71.63 毎 勤 .55.17一 個人 消 費 .47.26 構 造 ダ ミー

2-5消 費 者 物 価 1.29 +α03080 乙 賃 金 －aOO5438 増 減 一1
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増 減 α01308 増 減 α006719 t5564
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2-15.設 備 投 資 101483

.89.47

+08100 利 益

.83.50

-14835 .9 貸出金 利

.26.48

+71290

(慧籔
t-1

五
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日
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《1

2.34

a5525 897ZO 450α8
'

t5 t7 1.6

.89.51 .83.42 .25.48 .81.35
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α522 α5432 α07954 17964

4」 α9 n7 5.7

注)パ ラメ ー ター の左 上 の数 字 は単 相 関 係 数、 右 上 の数 字 は偏 相 関 係 数

"〃 の下 の 数字 は 係数 の標準 偏 差

さ ら にそ の下 の数 字 は 丁比 率

Rは 自 由 な 修 正 済重 相 関係数

θは標 準 誤 差

dは ダ ーピ ン ・ワ トソ ン比

◎ は採 用 した式
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第3章 消費行 動 の質 的分析

所 得 の倍 増 に伴 ない 消 費支 出の 実 態 は どの よ うな推移 を なす か、 家 計 支 出

デ ー タ.から分析 を行 なっ てみ る。 こ こで と り挙 げ る 分析 は 消費 支 出の実 態 を

把 握 す る こ とを 目的 と した現 象面 か らの 解 析 で あ り、 消 費支 出の 起 生 す る原

因、 理 由、 波 及 効 果 等 を包 含 した経 済 的 理 論 にの つ とつた 計量 モデ ル分 析 と

は 異 な る。 即 ち、 質 的 分析 で あ り分析 結 果 か ら量的 推 察 を行 うこと は 出来 な

し(o

1.ア プ ロ ーチ の 仕 方

消 費 支 出 の パ ター ン は 時 系 列、 地 域 的 、 所 得 階 級 別 で 異 な り、 しか も、

この 差 異 の 中 味 は 一－twな も の で は な く、A所 得 層 とB所 得 層 と で は 消 費 支

出 パ タ ー ンは非 常 に異 なるが、A所 得 層 とC所 得 層 で は 余 り違 わな い 等 場

合 に応 じ変 っ て来 る。

時 系 列、 地 域 別、 所 得 階 級別 で支 出パ ター ンの 似た も のや 非常 に異 なっ

た も のが 生 ず る裏 に は何 らか の 原因、 理 由が 存 在 す る もの と考 え られ る。

そ こ で こ の原 因、 理 由(一 般 に要因 とい う)を 解 明す るこ と が問 題 とな る。

解 析 と しては おの おの パ ター ンの 差異 か ら要因 を推 察 す る 方法 を とる。

因要

因

造

因

要

構

得

活

所

生

要

・

。

消 費 支 出 パ ターン

。時 系 列

・所 得 階 級

。地 域

ぺ

L-一 一ー 一… 一[亙=三}… 一

パ ターン の 差 異

・時 系 列

・所 得 階 級

。地 域

o

上 記 アプ ロ ーチ に当 り次 の仮説 を設 け モデ ル 化 をは か る。

ω あ る品 目 の 消費 が 時 系列、 所 得 階 級、 地 域 で異 な るのは 所 得 要 因、 生

一60一
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活 構 造 要 因 等 幾 つ か の 要 因 に 起 因 す る。

(2)消 費 品 目毎 に、 こ れ ら の 要 因 の 影 響 力 は 異 な る 。

↓3)幾 つ か の 要 因 が 複 合 して 消 費 品 目 に 影 響 を 与 え る 場 合、 要 因 間 は リ ニ

ア ー な 結 び つ き か ら な る:。'(要 因 相 互 間 に は 独 立 性 が 成 立 す る 。)'

モ デ ル 式

x口:サ ン プル(i)に 於 け る 支 出 品 目(j ,)の 値(1観 測 値),

FSp:サ ン プ ル(i)に お け る 要 因(p)

atp:支 出 品 目(j)に 要 因(p)が ど の 程 度 影 響 を もつ か を 示

す 係 数

y▲P:サ ン プ ル(i)に お け る要 因(P)の 値

UtS:サ ン プ ル(i)、 支 出 品 目(j)に お け る 誤 差 項 目

誤 差 は サ ン プル 毎 任 は 一 定 で あ る と仮 定 し

u1=ut」 と お●く。.・;

ロ
x日=Σai

,Ft,+Us

P=1

ロ

ア1,=Σajpz1∫

J=1

xtバ ーx鵬

ztS=

.(1)

σJ

(1}式 が モ デ ル と な り、 観 測 デ ー タXijか らaＬp,yEiti、 を 求 め る 。 こ れ は

Fi。 か らaＬpを 求 め る 重 回 帰 分 析 の逆 と な り、・一 般 に 成 分 分 析 方 法 に より

求 め ら れ る。 な お、 こ こ で サ ン プ ル と は 時 系 列 、 所 得 階 級 ゴ 地 域 等 を さ す 。

2.デ ー タの と りあ つ か い

、 解 析 対 象 デ ー タ と し て 家 計 支 出 調 査 デ ー:タ を と力 挙 げ ご デ 」'タ の 単 位

(サ ン プ ル ・・ポ'イ ン ト)は 時 系 列、 所 得 階 級、 地 域 を、・と る6:時 系 列 ∴ 所 得

階 級 、 地 域 等 を サ ン プ ル ・ ポ イ ン ト に と る こ::とに は 多 くの 矛 盾 を 含 む(例

え ば 、 時 系 列 的 な調 査 方 法 の 変 化 、 所 得 階 級 毎 で の 世 帯 当 り 平 均 構 成 人 員

一61一



数 の 違 い ・… 等)が 今 回 の 質 的 マ ク ロ 分 析 で は 無 視 し、 サ ン プ ル ・ポ イ ン

トは 全 て 等 質 な も の と 仮 定 す る。

デ ー タ 内 容

ω 人 ・5万 以上の都 市での勤労都 滞 当た り牢乎馴 カ月間の中 項目消

費 支 出:昭 和28年 ～ 昭 和40年

(2}人 口5万 以 上 の 都 市 で の 勤 労者 世 帯 当 た り年 平 均1ヵ 月 間 の 中 項 目消

費支 出:昭 和40年 度 年 間収 入 階 級 別(10万 円～200万 円 を14階

級 に 分け る)。

(3)県 庁 所在 都 市別 世 帯 当 た り年 間の 中 項 目 消 費支 出:昭 和40年 度46

都 市。

(4)全 国 世帯 当 た り年 間 の小 項 目消 費支 出:昭 和58年 ～40年 、 年 間収

入 階級 別(10万 円～200万 円 を14階 級 に分 け る)。

ここ で消 費 と は実 支 出中 の 消費 支 出項 目 を対 象 と し、 非 消 費支 出、 実 支

出 以 外 の 支 出 は対 象 外 とす る。

解 析 は 生 活 パ ターン の 差異 をと り挙 げ る こ とが前 提 と な り従 っ て、 使 用

デ ー タは時 系 列、 地 域 の 物価 指数 で 修 正 し、 支 出 項 目間 での 支 出比 率 を算

出 した もの を対 象 とす る。

3.時 系列一 所得階級 分析

昭 和28年 ～ 昭 和40年 、 年 間 収 入10万 ～200万 円 、 中 項 目 消 費 支

出 デ ー タ の 解 析 結 果 を 表1--1、 表1-2s図1-1～ 図1-5に 示 す 。

(1)生 活 必 需 要 因(1次 軸:全 体 の42%)

米 、 生 鮮 魚 介 、 塩 干 魚 介、 麦 、 パ ン、 調 味 料、 加 工 食 品、 野 菜 、 果 物 、

乾 物 、 菓 子 、 水 道 、 家 賃 、 光 熱 、 保 健 理 容 の 支 出 項 目 か ら な る。 こ れ ら

項 目 を更 に 検 討 す る と(2～4次 軸 を 参 考 に す る)、 食 生 活 に 関 す る 項

目 と 食 生 活 以 外(水 道 、 家 賃 、 光 熱 、 保 健 理 容)と に 大 別 さ れ、 食 生 活

項 目中 で は 菓 子 が ぜ い 沢 な 一 面 を もつ 。(4次 軸 と 多 少 関 係 を もっ)

(2)生 活 の文 化 要 因(2次 軸:全 体 の24%)

被 服 、 教 育、 教 養 、 交 際 の 支 出 項 目か ら な る 。

●

r62一



■

表1-1時 系 列 一 所 得 階級 支 出中項 目

1次 軸 2次 軸 5次 軸 4次 軸

説 明 力 41.8% 24D% 151% 1α7%

米 α886 一 一 一

麦 α676
一 一 一

'こ ン 0621
一 一 一

生 鮮 魚 介 0780 一 一 一

塩 干 魚 介 江766 一 一 一

野 菜 α751 一 一 一

乾 物 α735 一 一 一

加 工 食 品 α872 一 一 一

調 味 料 α912
一 一 一

菓 子 0719 α628 一 一

果 物 0748 一 一 一

家 賃 修 繕 0835 一 一 一

水 道 α865 一 一 一

光 熱 α899 一 一 一

保 健 理 容
りα918

一 一 一

被 服 一
α865 一 一

教 育 一 α646 －a701 一

教 養 一
0879 一 一

交 際 一 α836 一 一

酒 類 一 一
α748

一

飲 料 一 一 0701 一

家 具 一 一 a847 一

肉 乳 一 一 一 α915

外 食 一 一 一 α890

一、

交 通 一 一 一 一

余 り意 味 を もた な い数 値 は一 で 表 ⇔ す

roこ 〉一



表1-2時 系 列 所 得階 級値
'.

年 次(昭 和) 1次 軸 ・2次 軸 3次'軸 4次 軸

28
劔

26.8 ・203 、-12.4 一6
.7

29
"22
.9 1Z5 一12

.0
一 ス1'

50 23.5 , 1Z2 一1〔19 一4
.0

51 ]9.0 14.2
一 .Z5 －tO・

32 15.6' 1t8
一.5 .7 α61

よ

33 15.4
"9
.5 一3

.1 5.9

34 1α7 8.2
一 .1.7 '4 .2'

』35
8.8 6.3 －tO 3.8

'36
4.6 ろ.8 1.2 4.5

』37 一 〇
.8 t1 2.3 5.2

38
一5

.2
.'-10

..● 2.9 1.1

59
一6

.3
一5

.8 3」 1.4

40 占8
.1'

一5
.9 2.8 α6

所得階級(万円) 1次 軸 2次 軸 ・3次 軸 14次 軸
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(3)ぜ い 沢 化 要 因(5次 軸 、4次 軸:全 体 の16%)

3次 軸 で は 酒 類 、 飲 料 、 家 具 、 教 育 、4次 軸 で は 肉 乳 卵、 外 食 の 支 出

項 目 か らな る 。 こ こ で、 ぜ い 沢 化 要 因 と は 生 活 の構 造 変 化 を 表 わ す も の

と 考 え られ る 。 なfo、3次 軸 と4次 軸 と の 差 は ぜ い 沢 化 の 質 的 違 い を表

わ し、3次 軸 内 で の 正 負 の違 い は 酒 類 、 飲 料 、 家 具 と 教 育 とが や は り異

質 の ぜ い 沢 で あ る こ と を示 す 。

以 上3ケ の 要 因 で 支 出 項 目 の90%程 度 が 説 明 出 来 る。 次 に、 時 系 列、

所 得 階 級 別 で こ れ ら の 要 因 を な が め て み る。(表1-2、 図1-1、1-2).

時 系 列 的 に は 年 次 の 経 過 と と も に 生 活 必 需 要 因、 生 活 の文 化 要 因 へ の 支

出 比 率 は 減 少 し、 ぜ い 沢 化 要 因 へ の 支 出 比 率 が 増 加 して 来 て い る。 更 に検

討 す る と、 生 活 必 需 要 因 、 生 活 の 文 化 要 因 へ の 支 出 比 率 減 少 は 、 昭 和30

　

年以 降 に あ らわ れ 両者 と も同 じ傾 向 を示 して い るが、 生 活 文化 要 因 よ り生

活 必需 要因 の方 が 減少 傾向 は強 い。 生 活 必需 要 因 内 で は 昭和55～38年

で 支 出 比率 の減 少 が は げ しく、 最 近(昭 和38年 以 降)は 余 り変 らな い。

生 活 の 文 化 要因 へ の 支 出 比率 は 昭和50年 以 降 一定 割 合 い で 減少 して い る。

-i方 ぜ い 沢 化要 因 へ の 支 出比 率 は昭 和29～57年 で増 加 が 強 く、 昭 和

38年 以 降余 り増加 して い ない。 全 般 的 に、 昭和30年 頃 か ら生 活 の 質 的

変化、 ぜい 沢 化 が進 ん で来 たが 昭 和58年 以 降 そ の進 み 具合 は 鈍 く な つ

て い る。(図1-1)

所 得階 級 別(横 断 面 分析 一 昭和40年)で は 生活 必 需要 因 へ の支 出比 率

は,高所 得 階 級 ほ ど減 少 す る。 生活 の文 化 要 因、 ぜい 沢化 要 因へ の支 出比 率

は 所得 階 層 間 で 余 り差 が 出て い ない が、 生 活 の文 化要因 に関 して は高 所 得

階 級 ほ ど支 出比 率が 増 加 す る傾 向 が 認 め られ る。 又3次 軸(ぜ い 沢 要 因)

に関 し、 年 間 所 得60万 円 ま での 層 は 増 加 曲線、 そ れ以 上 の層 は 減少 曲線

を た どる こ とは、 年 間 所 得60万 円 ま で は 順 次酒 類、 家具 等へ の支 出比 率

が増 し、60力 円以 上.の層 では 順次 教 育 の 支 出 比率 が増 す(教 育 の要 因 係

数 は負)こ と.を意味 す る もの と思 わ れ る。

ど の所 得 階 級 が平 均値 的 消費 生 活 パ タ ー ン を して い るか を図1-3に 示

す。 即 ち、 生 活 必 需 要 因一 生活 の文 化 要因 の2次 平 面上 に 昭和40年 度所

得 階 級 別 と昭 和28～40年 度 時 系列 別 と の算 出値 を プロ ッ トした もので
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あ る。 こ れ か ら、 年 間 所 得70万 ～90万 円(昭 和40年)の ク ラ ス が 標

準 的 消費 生 活 を営 なん で い る こと に なる:

4.都 道府県庁所在都市 分類

●

都 道 府 県 庁 所 在 都 市 別 消 費 生 活 パ タ ー ン か ら の 都 市 分 類 と そ の 要 因 を 表

2-1、 表2-2、 図2に 示 す。

(1}保 守 的 生 活 要 因(1次 軸 一 正 方 向、2次 軸 一 負 方 向)

1次 軸 一 正 方 向:主 に 副 食 要 因 を 表 わ し、 塩 干 魚 介、 野 菜、 乾 物 、 加

工 食 品 等 か ら な る。 酒 類 が この グ 万 一 プ に 属 す こ とは 都 市 分 類 か ら う な

ず け る 。(東 北 都 市 グ ル ー プ と亡 の 要 因 と は 関 係 が 深 い)

2次 軸 一 角 方 向:主 に 主 食 要 因 を;表 わ し、 米 、 麦 等 か ら な る。

表2-1都 市 支 出中 項 目

■

1次 軸 2次 軸 1次 軸 2次 軸

説 明 力 1Z5% 15.6% 交 際 一
α747

i塩 干 魚 介 q817 一 教 養 一〇205
0402

.野 菜 0773 一 米 一 一 〔1520

乾 物 α406 一 ,麦 一 一 〔L771

,加 工 食 品 0510
_' 調 味 料 一 一 〔1882

酒 類 a512 一 生鮮魚 介 一 一

、

飲 料 0576'
一 菓 子 一 }

パ ン 一〇220 一 果 物 一. 一

肉 乳 一 α615 一 水 道 一 一

外 食 一α232 一 家 具 一 一

保 健理 容 一α386 一 光 熱 一 一

家賃 修 善 －a282 一 α487 被 服 一 一

交 通 一α581 一 '教 育 一 一

一_(余 り 意 味一を もた な一い数 値 は 一 で 表 わ す)

t69一



・

σ

表2-2都 道 府県 庁 所 在 都 市 分 類値

都 市 1次 軸 2次 軸 都 市 1次 軸 2次 軸

札 幌 t18 059 大 津 α84 2.52

青 森 a10 一560 京 都 江79 1.24

盛 岡 598
一1
,53 大 阪 一1

.57 t25

仙 台 4β8 一423 神 戸 一581 2DO

秋 田 5.65 α50 奈 良 一235 680

.山 形 .6.87
一261 和 歌 山 一547 450

福 島 777
一451 鳥 取 4」5 －tg2

水 戸 一α57 －t65 松 江 5.64--517

宇 都 宮 5.09、

' -t59 岡 山 一570 502

前 橋 4寸9 一255 広 島
一534 559

浦 和 －t54 510 山 口
一2
.53

一 〔128

千 葉 一2n8 3.22 徳 島 一 〇96 〔116

東 京 一 ㌃04 4夕8 高 松 一500 575

横 浜 －a42 2B8 松 山 一4る7 α24

新 潟 a85 －t10 高 知
一252

1.85

富 山 505 224 福 岡 74660 α55

金 沢 α87 571 大 分 一ろ23 一452

福 井
－to4 579

…

長 崎 、

一6;1 ,1 一 α93

』甲 府
557

一229 熊 本 一1
.47

一578

i長 野 江23
－tg3 佐 賀 一558 一3

.91

岐 阜 一552 429 宮 崎 α96 －Z13

静 岡 一 〔M7 一1
.78 鹿 児 島 一590 一548

名 古 屋
一321 tO8

津'
一2B2 " 一 α46

一7・O-一
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(2)進 歩 的 、 文 化 的 生 活 要 因(1次 軸 一 員 方 向 、2次 軸 一 正 方 向)

欲 軸 一 ・鯖 向:実 生 活 要 因 を 表 わ し・ 肉 乳 卵 ・ パ ン・ 外 食・ 保 鯉

容 、 家 賃 、 交 通 等 か ら な る。

2次 軸 一 正 方 向:知 的 文 化 的 生 活 要 因 を 表 わ し、 交 際、 教 養 等 か ら な

る 。

上 記1次 一2次 軸 の 平 面 上(保 守 的 要 因 一 進 歩 的 要 因)で 都 市 の 分 類 を

行 う と(図2)

。 保 守 的 グ ル ー プ:青 森、 盛 岡、 秋 田 、 仙 台 、 山 形、 新 潟 、 福 島・ 宇 都

宮 、 前 橋 、 甲府 、 松 江 、 鳥 取 の 都 市 か ら な り、 消 費 生 活 の 全 て の 面 で

他 都 市 よ り格 差 が 認 め られ る 。

。知 的 、 文 化 的 生 活 で 劣 るグ ル ー プ:大 分 、 熊 本 、 宮 崎、 鹿 児 島、 佐 賀

の 都 市 か ら な り、 実 生 活 面 で は 大 都 市 と の 格 差 は 余 り な い が 知 的、 文

化 的 生 活 面 で は 大 都 市 と の 格 差 が 認 め られ る。

畷 生 活 で劣 る グ ・レー プ:富 山 、 金 .沢・ 大ぽ 京 都 ・ 札 幌 の 都 市 か ら な

㌧ 知的・ 文化的錐 面 では畑 恒 の格差 は余 りないがパ 生活面
で は 大 都 市 との 格 差 が 認 め ら れ る 。

・大 都 市 グ ル ー プ:東 京 、 横 浜、 浦 和 、 水 戸、 千 葉 、 静 岡、 長 野 、 名 古

屋 、 岐 阜 、 津 、 和 歌 山、 奈 良 、 大 阪 、 福 井 、 神 戸、 岡 山、 広 島、 山 口、

徳 島、 高 松、 松山、 高 知、 福 岡、 長 崎 の都 市 か らな'り、 実 生 活、 知 的、

文 化 的 生 活 面 吐 い て 継 姉 よ り進 ん で い る・

な 碁、 都 市 規模 別 で は 大都市 、 中 都 市、 町村 間 の 消費生 活 パ ター ンの 差

異 は ほ とん ど認 め られ ない。

5.小 項 目(品 目)消 費支 出分析

'

中 項 目をベ ース に した 消費 支 出 分 析 で は1項 目内 で の 各 品 目の質 的 違 い

は 無 視 さ れ て い る。 こ こで は代 表 的 品 目幾 つ か を対 象 に 消 費支 出 の所 得 階

級 別 差異 を検 討 してみ る。
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(a)魚 介 、 肉 乳 類 品 目

魚 介 、 肉 乳 類 中 の20品 目 に つ い て、 昭 和58～40年 に わ た つ て の

所 得 階 級 別 消 費 支 出 比 率 分析 結 果 を表3-1、 表3-2、 図 ろ に 示 す 。

表5-1魚 介 、 肉 乳 類 品 目

1次 軸 2次 軸 5次 軸 4次 軸 5次 軸

説 明 力 一32 .5% 25.1% 129% 102% 6.8%

牛 乳 一 α717 一 一 一 一
、

牛 肉 一α735 一 一 一 一

豚 肉 一α722 一 一 一 一

ハ ム 一 α751 一 一 一 一

か さ 一α753 一 一 一 一

さ け 一α889 一 一 一 一

チ ー ズ 一 α616 一 一 一 一

バ タ ー 一 〇600 一 一 α440 一

ま ぐ ろ α572 一 一
α481

一

あ じ' 一 α606 一 一 一

煮 干 一 一 α766 一 一 一

さ ん ま 一 一 〔1807 一 一 一

す る め 一 _α846 } 一 一

鶏 肉 一 一α527
α775

一 一

さ ば 一 一 α577 ノ ー 一
s

－

鯨 肉 一 一α676 0416 一 一

、

た ら こ 一 一〇703 一 一 一

ベ ー コ ン 一 一 一 〇913 一 一

塩 か ら 一 一 一 一 α924 一
.

た い 一 一 一 一 a897

(余 り意 味 を もた ない数 値 は 一 で表 わす)
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表3-2魚 介、 肉乳 類 所得 階級 値

1次 軸 2次 軸

所得階級(万円) 58年 39年 40年 58年 39年 40年

10～19 21.7 24.0 19.2
一16
.2

一24
.5

一12
.0

20～29 12.2 10.6 12.5
一15
.2

一10
.3

一8
.6

50～39 ス8 6.8 6.9
一8
.3

一5
.8

一4
.9

40～49 4.4 46 40 一4 .9 一3
.9

一2
、7

50～5g 1.8 2.5 1.5
一2
.4
'-t4 一 〇

.2

60～69
一 〇
.2

一1
。0 0.7

一 〇
.8 0.6 0.4

70～79 ・-1
.9

一1 .5 一 〇.9 0.2 t6 1.5

80～89 一2
.4

一2
.0
－t8 o.9 2.1 2.5

90～99 一5 .8
一42 一5

.5 22 5.3 2.7

100～119 一4
.5

一4 .8 一4 .2 ろ5 45 5.4

120～139
一5
.6

一6
.6

一5
.8 42 5.5 45

140～159 一6 .6 一9 .7
一8
.4 4.9 ス1 Z6

160～179 一12
.3

一10
.9

一8
.1 8ろ 8.7 ス0

180～200
一10
.5

一9
.2

一5 .5 9.6 8.6 9.7

(1)洋 風 化、 高 級 化 品 目(1次 軸)

牛 乳、 牛 肉 、 豚 肉、 ハ ム 、 か き、 さ け 、 チ ー ズ 、 バ タ ー、 ま ぐろ 等

か ら な る 。

(2)和 風 的 一 庶 民 的 品 目(1次 軸)

あ じ、 煮 干 、 さ ん ま 、 す る め、 鶏 肉 、・さ ば、 鯨 肉、 た ら こ 等 か ら な

る。

(3)特 殊 品 目(5次 軸 ～5次 軸)

鶏 肉、 ベ ー コ ン、 塩 か ら、 た い 等 か らな り、 そ の 品 目 特 有 の 特 徴 を

もつ が 高 級 品 目 と 庶 民 的 品 目 に 分 け る と ベ ー コ ン、 た い は 前 者 に鶏 肉、

塩 か らは 後 者 に属 す 。

上 記 品 目 を 時 系 列 一 所 得 階 級 別 に な が め た 場 合 、 高 所 得 層 ほ ど 高 級 品

目支 出 比 率 は 増 す が、 年 間 所 得140万 円 以 上 で は 所 得 層 間 の 差 は 認 め
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られ な い 。 な お、 昭 和38～40年 間 の 時 系 列 差 も認 め られ な い 。

(b)野 菜 、 加 工 食 品 類 品 目

野 菜 、 加 工 食 品 類 中 の26品 目 に つ い て 、 昭 和38～40年 に わ た つ

て の所 得 階 級 別 消 費 支 出 比 率 分 析 結 果 を 表4-1、 表4-2、 図4に 示

す 。

野 菜 、 加 三1二食 品 類 中 の 各 品 目 は 、 そ の 品 目特 有 の 特 徴 を もつ も の が 多

く 要 因 把 握 が 困難 で あ る が 高 級 化 要 因 は 一 応2次 軸 で 把 握 出 来 、 高 級 的

品 目 は 魚 の 佃 煮 、 野 菜 か ん づ め、 ピ ー マ ン、 乾 しい た け 、 果 物 か ん づ め、

トマ ト、 肉 か ん づ め等 か ら な り、 庶 民 的 品 目 は 豆 腐、 こ ん に や く、 コ ロ

ッ ケ 、 納 豆 、 大 豆 、 こん ぶ 、 沢 庵 、 魚 か ん づ め 等 か ら な る。

上 記 品 目 を 時 系 列 一 所 得 階 級 別 に な が め た 場 合 、 高 所 得 層 ほ ど 高 級 的

●

表4-1野 菜 、 加 工 食 品 類 品 目

1次 軸 2次 軸 5次 軸 1次 軸 2次 軸 5次 軸
㌔

説 明 力 2ao% 25ろ% 14.1%

.

魚かんづめ 一 α095 一

点 の佃 煮 一 〇615 a877 α617 こ ん ぶ 一 〔1724 ao25
一

野菜力んづめ 一 0875
一 ほ うれん草 一 〔1766 一 一

果 物う・んづめ
一 α744

一 ね ぎ 一 〔1666
一 一

肉かんづめ α095 0703
一 甘 し よ

一〇854 一 一

1.

、
、

ピ ー マ ン ao33 α849
一 馬 鈴 薯

一〇803 一 一

乾 しいたけ
γ一1 α772 一 大 根 一 α652 一

ト マ ト
一 α766 } 人 参 一 一 一

豆 腐 一 一 α201 0610 蓮 根
一 一 α699

大.豆 一 α014 一 かぼ ち や －a649 一 一

納 豆 一 α801 一〇592 一
か ま ぼ こ

一 一 α700

コ 口 ッ ケ 一α622 一 〔L162
.

一 野菜サラダ
一 一 一

こん にや く 一 一〇525 江609 キ ヤ ペ ツ
一α689 一 一

沢 庵 一 α056 a6471 '

(余 り意味 を もた ない数 値 は 一 で表 わ す)

ノ

⑱

■
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表4-2野 菜、 加 工 食 品類 所 得階 級値

●

2次 軸

所得階級(万円) 38年 39年 40年

10～19
一6

.4
一1α4 一75

20～29
一8

.0
－a1 －Z5

50～39 一46 一5
.0

－Z5

40～49
一5

.2
一3

.8
－Z6

50～59

60～69

一3 .4

一 α6

一4
.6

.

' -4 .4

一3
.0

-4
.0

70～79 一1
.0

一1パ 一2
.0

80～89
一2

.6 0 －t1

90～99 一 α7 一 α4 一1
.0

100～119 0.3 2.9
一 江3

120～139 2.6 2.7 α5

140～159 2.8 2.8 1.8

160～179 5.6 3.7 5.7

180～200 5.8 5.9 4.2

φ

o

品 目 支 出 比 率 は 増 す が、 図4か ら年 間 所 得100万 円 以 上 の 層、60万

～100万 円 層
、60万 円 以 下 の 層 の3層 に 大 別 出 来 る。

な お、3ケ 年 間 の 時 系 列 的 差 は 認 め られ な い 。

◆
(c)調 味 料 類 品 目

調 味 料 類 中 の10品 目 に っ い て 、 昭 和38～40年 に わ た つ て の 所 得

階 級 別 消 費 支 出 比 率 分 析 結 果 を表5-1、 表5-2、 図5に 示 す 。

調 味 料 類 に 関 す る要 因 は1次 軸 の み で45%が 把 握 出来 る。 即 ち、1

次 軸 が 主 要 因 で あ り洋 風 化 一 和 風 化 の 要 因 で あ る。 洋 風 化 品 目 は マ ー ガ

リ ン、 マ ヨ ネ ー ズ 、 ケ チ ャ ッ プ、 ソ ース 、 ジ ャ ム 等 か ら な り、 和 風 化 品

目は し よ う油 、・食 塩 等 か ら な る。 な お、 食 用 油 、 味 噌 、 白 砂 糖 等 の 品 目

一77一
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表5-1調 味 料 類 品 目

1次 軸 2次 軸 3次 軸 4次 軸

説 明 力 451% 150% 122% 12.1%

マ ー ガ リ ン 一α868 一 一 一

マ ヨ ネ ー ズ 一α877 一 一 一

ケ チ ャ ッ プ 一 〔1893 一 一 一

ソ ー ス －n895 一 一 一

ジ ャ ム 一α669 一 一 一

し よ う 油 〔1899 一 一 一

食 塩 α475 一 一 一

味 噌 α212 一

,.〆F

一
α939

白 砂 糖 α259 一
α882 一

食 用 油 α050 α953 一 一

(余 り意 味 を もた ない 数 値 は 一 で表 わ す)

表5-2調 味 料 類所 得 階級 値

1次 軸

所得階級(万円) 58年 59年 40年

10～19 12.1 1α2 α0

2,0～29 9.0 9.9 9.6

30～39 5.6 5.9 5.8・

40～49 2.0 2.0 3.4

50～59 a8 1.4 07

60～69 一 ・ α5 一1パ
α3

70～79 一1
.8

一2
.1 一 α2

80～89 一1
.8

一1
.7

一2
.2

90～99 一2
.5 一2

.5
－t2

100～119 一2
.4

一3
.2 一5

.9

120～159 一4
.7 一2

.6
一3

.7

14.0～159 一6
.0 一5

.5 一4
.6

160^179 一6
.7 一5

.8 一5
.2

180～200 一5 ・1
、1-z7

一5
.9

一79一
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はそ の 品 目特 有 の特 徴 を もつ が、 強い て洋 風化 一和 風 化 に 分け る な ら食

用 油 は前 者 に、 味 噌、 白砂糖 は 後 者 に属 す 傾 向 が 認 め られ る。

,上 記 品 戸 を時 系 列 一 所 得階 級 別 に なが めた場 合、 高所 得層 ほ ど洋 風 化

品 目支 出 比率 は 増すが、年 間所 得140万 円以 上 で は所得 層 間 の差 は 余 り

認 め られ な い。 これ は 魚介、 肉乳 類 に おい て 高所 得 層 ほ ど洋 風 化 の 傾 向

が あ る こと か ら考 え て、 調 味 料 も 同 じ傾向 をと る のは 当 然 で あ る。

◆ (d)菓 子 、 果 物 類 品 目

菓 子、 果 物 類 中 の14品 目 に つ い て、 昭 和38～40年 に わ た つ て の

所 得 階 級 別 消 費 支 出 比 率 分 析 結 果 を表6-1、 表6-2、 図6に 示 す 。

表6-1菓 子 、 果 物 類 品 目

8

1次 軸 2次 軸 3次 軸 4次 軸 5次 軸

説 明 力 51.2% 26.2% 1α4% ag% Z9%

カ ス テ ラ α925
一 一 一 一

ケ ー キ α775 一 一 一 一

羊 か ん 0816 一 一 一 一

桃 α635
一 一 一 一

み か ん 0877 一 一 一 一

`

キ ャ ラ メ ル 一 a870 一 一 a269

飴 一 〔1874 一 一 一

か り ん と う 一
0896 一 一 一

り ん ご 一 0928 一 一 一

チ ョ コ レ ー ト 一 一 一 一
0944

ビ ス ケ ッ ト α485 一 一 一 α106

ピ ー ナ ツ 0849 一 一 一 一

ぶ ど う 一 一 α868 一
}

柿 一 一 一 α963 一

(余 り意 味 を もた な い数 値 は一 で表 わ す)
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表6-2菓 子、 果 物 類所 得 階 級 値

1次 軸 2次 軸 5次 軸

所得階級(万円) 38年 59年 40年 38年 59年 40年 58年 59年 40年

10～19 一 ろ
.8
一3
.7
一2
.2 ス5 6.1 46 一1

.5
一2
.6
一5
.7

20～29
一2
.8
一 ろ
.2
一1
.5 Z2 5.2 4D 一 〇

.8
一1
.5

一2
.5

30～59
一2
.5
二5 .7 一22 4.6 4.5 2.8 α4 0 一 〇

.9

40～49
一2
.4
一2
.2
一1
.4 4.8 45 1.4 1.0 1.1 一 α2

50～59
－a9 一2

.9
－t2 2.3 2.0 0 0.7 1.1 0.7

60～69 α1 －t7 一1
.5 1.1 0.4 α2 08 1.0 0.9

70～79 0.8
一 α4 一1

.2
一 α1 一 〔13 一 α7 1.2 0.9 1.0

80～89 0.5
一1
.5

一 〇
.1
一α6 一1 .2

一1
・6
.
1.3 t1 α2

90～99
一 α6 一1

.9 0夕 一 α8 一22 一2
.4 0 0 0.7

100～119 0.7 t3 1.1
一1
.9
一2
.4
一5
.1 α4 0.6 α8

120～139 1フ 一 α1 α2 一1
.8
一5
,7
一3
.6 1.1 一 α8

一 〇
.1

140～159 ろ.2 4.1 一 〇
.4
一25 一42 一3

.7 0.5 一 α3 α1

160～179
一 〇
.4 t6 04 一5 .9

一3
.7
一4D 一 α7 tO 一1

.4

180～200 3.5 1.5 一1
.6
一 ス6 一 ス5 一46 一1

.1
一2D 一 α4

,

(1)高 級 化 一 庶 民 的 品 目(1次 軸 、2次 軸)

高 級 化 品 目 は カ ス テ ラ、 ケ ー キ、 羊 か ん、 桃、 み か ん、 ピー ナ ツ 等

か ら な り、 庶 民 的 品 目 は キ ャ ラ メ ル、 あ め、 か りん と う、 りん ご 等 か

ら な る 。

(2}子 供 向 き 品 目(5次 軸)

チ ョ コ レ ー ト、 キ ャ ラ メ ル 、 ビ ス ケ ッ ト等 の 品 目 に そ の 傾 向 が み ら

れ る。 ・

(3)品 目 特 有 の 特 徴(ろ 次 軸 、4次 軸)

ぶ ど う、 ビ ス ケ ッ ト、 柿 等 の 品 目が 該 当 す る 。

上 記 品 目 を 時 系 列 一 所 得 階 級 別 に な が め た 場 合 、 高 所 得 層 ほ ど 高 級 品

目支 出 比 率 は 増 す。 一 方 時 系 列 的 に は 昭38年 、'39年 、40年 と 経 る

■
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にっ れ高 所 得 層 と低 所 得 層 と の差 は縮まり、昭和40年 では年 間所 得100

万 円 以上 で は差 が 認 め られ な くな つて い る。 子 供 向 き 品 目 に っい ては、

高 所 得層 と低 所 得 層 を 除 く中間 所得 層(年 間 所得50万 円～gO万 円 の

層)で 支 出 比率 が 大 で あ る。 なX・、 全 般 的 に嗜 好 品 目のた め、.所得 階 級

別支 出比 率 の 特 徴以 外 に好 み の影 響 が現 われ て い る。

,

(e)酒 、 飲 料 類 品 目

酒、 飲 料 類 中 の12品 目 に つ い て 、 昭 和38年 ～40年 に わ た つ て の

所 得 階 級 別 消 費 支 出 比 率 分 析 結 果 を 表7-1、 表7-2、 図7に 示 す 。

(1)高 級 化 一 庶 民 的 品 目(1次 軸)

高 級 化 品 目 は 特 級 酒、1級 ウ イ ス キ ー 等 か ら な り、 こ れ に 続 く も の

と して コ ー ヒ ー、 紅 茶 、 ビ ー ル 等 が 挙 げ ら.れ、 庶 民 的 品 目は2級 酒、

2級 ウ イ ス キ ー、 焼 酒 等 が挙 げ ら れ る。

表7-1酒 、 飲 料 類 品 目

1次 軸 2次 軸 3次 軸 4次 軸 5次 軸

説 明 力 344% 200% 156% 1α7% 1〔11%

特 級 酒 ag20 一 一 」 一 一

,1級 ウ イ ス キ ー 0920
一 一 一 一

コ ー ヒ ー a718 α412
一 一 一

紅 茶 α674 a195
一 一 一

ビ ー ル α486 α701
一 一 一

2級 酒 －a819 一 一 ■一 一

2級 ウ イスキー 一α264 a841 一 一 一

、

焼 酒 －a508 一 α771 一 一 一

ジ ュ ー ス
一 0593

一 一 一

サ イ ダ ー
一 一 α785 《一 一

乳 酸
一 一 一 Q868 一

ぶ ど う 酒 一 一 一 一 α964

(余 り意 味 を もた ない 数 値 は 一 で表 わ す)

一64一



表7-2酒 、 飲 料類 所 得 階 級値

●

1次 軸 2次 軸

所得階層(珊) 38年
1

59年 40年 38年 39年 40年

10～19 一8パ 一9
.1 一6

.8
一8
。7

一9
.3

一5
.4

20～29 一6
.7

一6
.3

÷

一6
.1 一4

.7
一4
.3

一2
.9

50～59 一4
.6

一4
.4

一4
.6

一1
.1

一1
.4 一2

.7

40～49 一3
.7

一5
.0

一4
.2 0 α4 一 〇

.7

50～59 一2
.3 一3

.7
一3
.4 1.5 一 α2 一 〇

.1

60～69 一 α4 一1
.4

一5パ
t6 一 〔12

α3

70～79 α9 一 〇
.5

'

-1 .4 2.2 t5 0.9

80～89 巳8 2.5 1.1 2.1 t6 1.1

90～99 1.4 t1 1.9 1.8 1.4 t1

100～119 2.5 1.9 1.2 1.4 2.4 2.0

120～139 5.0 4.6・ 3.8 1.2 t2 2.1

140～159 6.5 4.5 4.8 2.6 2.6 t9

・160～179 4.2 4.7 6.7 ∴1
.4 2.5 5.8

し

180～200 Z6 6.0 8.1 1.2 t4 1.8
.

`

(2}普 及 して い る 品 目(2次 軸)

高 級 品 目、 庶 民 的 品 目 を 問 わ ず 普 及 して い る 品、目 と し て は2級 ウ イ

ス キ ー、 ビ ー ル 、 ジ ュ ー ス、 コ ー ヒ ー 等 が挙 げ られ る。 コ ー ヒ ー は 紅

茶 よ り も よ り普 及 して い る。 な お、 特 殊 的 な 品 目 と して は 焼 酒 が 挙 げ

ら れ る 。

(3)品 目 特 有 の 特 徴(3次 軸 、4次 軸、5次 軸)

サ イ ダ ー、 乳 酸、 ぶ ど う酒 等 の 品 目 が 該 当 す る。

上 記 品 目 を 時 系 列 一 所 得 階 級 別 に なが め た 場 合
、 高 所 得 層 ほ ど 高 級 品

目 支 出 比 率 は 増 す が 、 年 間 所 得80万 円 ～120万 円 は1ツ の 層 を'な し
、

120万 円 ～180万 円 も1ツ の 層 を な す 。 即 ち
、 低 所 得 層 か ら 順 次 高

級 化 を た ど り80万 円 ～120万 円 で .は差 は 認 め られ ず、120万 円 ～
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200万 円 内 で も 差 は 認 め ら れ な い が2ツ の 層 の 間 に は 差 が 認 め ら れ る。

更 に200万 円 層 に な る と一 段 と 高 級 化 へ の 傾 向 が 著 し くな る。 普 及 品

目 に っ い て は 、 年 間 所 得70万 円 以 上 の 層 で 普 及 して お り、 そ れ 以 下 の

層 で は 普 及 品 目 へ の 支 出 比 率 は 減 少 す る 。

●

(f)被 服 類 品 目

被 服 類 中 の18品 目 に っ い て、 昭 和58年 ～40年 に わ た つ て の 所 得

階 級 別 消 費 支 出 比 率 分 析 結果 を表8-1、 表8-2、 図8に 示 す 。

表8-1被 服 類 品 目

¢

1次 軸 2次 軸 3次 軸 4次 軸 5次 軸

説 明 力 2a4% 21.1% 146% Z6% ス5%

子 供 シ ャ ツ 一〇609 一 一 一 一

男 子 シ ャ ツ
一〇595 一 一 一 一

婦 入 シ ャ ツ 一 〔1526 一 一 一 一

大人 ビニールぐっ 一 〇551 一 一 一 一

子 供 ぐ つ 一 〇153 一 〔1598 一 一
.0816

婦 人 洋 服 一 α799' 一 一 一

網 着 尺 一
0811 一 一 一

ハ ン ドバ ッ ク α785 一 一 一 一

装 身 小 物 a679 一
. ,一 } 一

婦 人 ぐ つ α859 一 一 一 一

婦 人 着 物 α905 一 一 一 一

男 子 革 ぐ つ 0189 一 一 〔1926 一

ネ ク タ イ α579 一 α689 一 一

男.子 背 広 一 〔L116 一 α716 一 一

仕 立 代 一 0667 一 一 一

洗 綴 代 α699 一 一 一 一

化 繊 地 一 一 一 一 Q605

毛 織 着 尺 一
0667

一 一 一

(余 り意味 を もた な い数 値 は 一 で 表わ す)
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表8-2被 服類 所 得 階 級値

1次 軸 2次 軸 3次 軸

所得階級(用) 58年 39年 40年 38年 39年 40年 38年 39年 40年

10～19 一12 .0
一13
.5
一9
.5
一8
.0
－a5 一6

。9
一8
.1
一8
.5
一81

20～29
－a1 一8

.6
一8
.9
一6
.0
一8
.1
一45 一4 .7 一6 .5

－Z5

30～59 一5
.0
一5 .1 一一55 一3

.6
一5
.0
一42 一2

.8
一3
.7
一4
.9

40～49 一46 一4
.9
一5
.7
一5
.5
一2
.9
一3
.2 1.0 一2 .4 一 α2

50～59
一'2

.0
一3
.3
一36 一2

.5
一3
.4
一2
.9 0 一1

.1
－t9

60～69
一 〇
.8
一2
.2
一2
.5
－t1 一2

.1
一1
.5 α4 一 α7

一 α7

70～79 α7
一－t3 一2

.0 0.7 一 α7 一 α5 1.5 α1 －t2

80～89 3.0 ・.0.9 0.9 1.5 Q2 .0.4 1.8 1.0

↓

α7
ど

gO～100 5.5 5.4 2.9 2.0 4.4 25 t5 22 1.1

100～119 4B 5.6 1.8 42 5.9 1.4 5.7 3.0 1.5

」
120～139… 2.4 6.0 2.9 3.4 3.2 t9 42 2.5 1.5

;140～159 6.5 5.1 5.0 2.8 5.1 4B 3.9 2.4 ろ.8

■,
…

160～179 10.5 Z4 Z7 t3 2.5 Z8 6.8 2.9 3.9

,

180～200i 12.4 Z8 5.0 i.8 120 132、 22 3.0 6.7

「 ・

(1)生 活 必 需 一 ぜ い 沢 品 目(1次 軸 、2次 軸)

生 活 必 需 被 服 類 と して 子 供 シ ャ ツ、 男 子 シ ャ ツご 婦 人 シ ャ ツ、 大 人

ビ ニ ール ぐつ、 子 供 ぐ つ 等 の 品 目 か ら な り、 中 間 的 被 服 類 は 男 子 背 広

(夏 、 冬)、 男 子 革 ぐ つ、 ネ ク タ イ等 の 品 目 か ら な り、 ぜ い 沢 な 被 服

類 は 婦 人 着 物 、 婦 人 洋 服(夏 、 冬)、 絹 着 尺 、 ハ ン ド バ ッ ク、 装 身 小

物 、 婦 人 ぐ つ、 洗 濯 代 、 仕 立 代、 毛 織 着 尺 等 か らな る。,

(,)品 鮪 の願(5次 軸、4次 軸s5次 軸)i
i

男 子 背 広、 ネ ク タ イ、 男 子 くつ 、 子 供 くっ 等 が 該 当 す る。 ・}i

－ 般 に子 供、 男子 の 被服 類 の方 が 婦人 に関 す る 被服 類 よ りも生活 必

需 品 とみ な され、 品 目特 徴 で は 消耗 の 激 しい 品 目が 挙 げ られて い る。

上記 品 目を 時 系 列 一 所 得階 級別 に なが めた 場合 、 当 然 なが .ら高 所 得 層 ほ

●

づ
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'

ど ぜ い 沢 な 品 目 の 支 出 比 率 は 増 す が 、 昭 和38年 、59年 、40年 と 経

'る
に つ れ 高 所 得 層 と低 所 得 層 と の 差 は 縮 ま っ て 来 て い る。 全 般 に、 年 間

所 得100万 円 ～160万 円 の 層 内 で は 大 差 な い が、 年 間 所 得160万

円 以 上 の 層 と の 間 に は 差 が 認 め ら れ、 被 服 類 の 支 出 比 率 は40万 円 、

120万 円 の 層 で 段 階 的 にぜ い 沢 化 す る 傾 向 が あ る。 男 子 背 広(夏 冬)、

ネ ク タ イ等 サ ラ リ ー ・マ ン 必 需 品 目 を 表 わ す3次 軸 で は5ケ 年 の 間 に 大

差 は な く、 年 間 所 得100万 円 以 上 の 層 内 も余 り差 が な い 。

β

(9)教 育 項 目

教 育 関 係 の14項 目 に つ い て、 昭 和38年 ～40年 に わ た つ て の 所 得

階 級 別 消 費 支 出 比 率 分 析 結 果 を表9-1、 表9-2、 図9-1、 図9-

2に 示 す 。

表9-1教 育 項 目

1次 軸 2次 軸 ろ 次 軸 4次 軸 5次 軸

説 明 力
、'357%

155% 12.5% 11.7% 口6%

公 立 小 学 校 a892
－m28 一 一 一

公 立 中 学 校 α880 一 〇261 一 一 一

幼 稚 園 a138
一 巳238 一 巳553 一 一

公 立 高 校
一 〔LO42 ∨-0277 一 」 一 一

私 立 小 学 校 一白81
α329

'一 一 一

私 立 中 学 校 一α282 巳605
一 一 一

私 立 高 校 一〇564
0564

一 〇866 一 一
`

私 立 大 学 一α620 一 〔LO80 α557
一 一

国 立 大 学 －a455 一 α558 一 一 一

月 謝 －a587
α552

一 一 一

高 校 教 科 書 α149' α245
一 α893 一

ノ ー ト 0902
一α277 一 一 一

万 年 筆 α428
一 α1⑫ 一 一 0852

中 学 教 科 書' 江862 一 〇〇99 一 一 一 一

1

■

(余 り意 味 を もた な い 数 値 は 一 で 表 わ す)
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表9-2教 育 項 目所 得階 級値

令

. 1次 軸 2次 軸

所得階級(万円) 58年 59年 40年 38年 39年 40年

10～19 12.6 16.2 2.1 一5
.6

一4
.5 一3

.7

20～29 Z8 6.6 4.4 一4
.3

一3
.7

'

-2 .5

30～39 6.8 5.6 3.2 一3
.1 「1.4 三2.2

40～49
・

5.2 5.7 3コ 一2
.9

一2
.2

一2
.9

50～59 4.6 2.8 一1
.2

－t9 －t5 －t4

60～69 5.2 2.8 1.ア
一1
.1

一 〇
.8

一1
.2

70～7g α6 －t2 一1
.0 1.1 0 一 〇

.6

80～89・ 一 〇9 一 α8 －t5
0.7

一1
.2

一 〇
.4

90～99 一5
.6 一2 .4 一 ろ

.1 1.4 0.5 一 〇
.5

100～119 一5
.6

一5
.3

一一2
.3 1.5 2.8 1パ

120～15g 一5
.7

一4
.4

一3
.1 t3 1.2 α9

140～159 一5
.0

一5
.7

一 ス7
3.5 6.] 0.5

160～179 一3
.4 一4 .1 －z6 6.6 1.2 u5

180～200 －z9 ・-6 .5 －z1 6.7 ス2 3.6

`

舟

(i)教 育 に お 金 が か か る程 度(1次 軸)一 ー一

余 り 和金 の か か ら な い グ ル ー プ に は 公立 小 学 校 、 公 立 中 学 校 等 が 入

り、 幼 稚 園 、 公立 高 校 等 が こ れ に 続 く、 お 金 が か か る グ ル ー プ に は 私

立 大 学 、 私 立 高 校 、 口 立 大学 、 月 謝 、 私 立 中 学 、 私 立 小 学 校 等 が 入 る 。

(2)1次 軸 一2次 軸 の 組 合 せ(図9-2t)

1次 軸 一2次 軸 を 組 合 せ る と3ツ の グ ル ー プ に 大 別 出 来 る。 お金 の

か か ら な い 義 務 教 育 グ ル ー プ:公 立 小 学 校
、 公 立 中 学 校 等 、 お金 の か

か る グ ル ー プ:私 立 小 学 校 、 私 立 中 学校 、 私 立 高 校 等
、 お 金 が か か る

か か ら な い に 関 係 な く高 等 な質 の よい 教 育 を受 け る グ ル ー プ:公 立 高

校 ・ 国 立 大 学、 私 立 大 学 等'と、な る。

一一・91一
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(3)項 目特 有 の 特 徴(4次 軸、5次 軸)

高 校 教 科 書、 万年 筆 等 が該 当す る。

上 記 項 目を時 系列 一所得 階級 別 に なが めた もの を図9-1に 示 す。 高

所 得層 に なる にっ れ高 等教 育、 私立 学 校 へ の支 出比 率 は増 す が、 図9-

1は 年 間所 得60万 円以 下 の層 とそ れ 以上 の 層 と では 多 少異 なっ た様 相

を示 してい る。 即 ち、 後者 は前 者 に くらぺ て ぱ らつ きが 大 きい 。 しか も

高 所 得 層 に な る に っれ ば らっ きが ひ ど くな る。 これ は 泊金 の か か る こ と

を気 に しなが ら も、 お金 以 外 の よ りよい 環 境 での 教 育、 質の高 い 学校 で

の 教 育、 能力 か ら来 る制 約等 教育 の多 面性 を示 す もの で あ る。

イ

(h)教 蒋 、 娯 楽 等 の 品 目

教 養 、 娯 楽 に 関 す る14品 目 に っ い て 昭 和58年 ～40年 に わ た つ て

の 所 得 階 級 別 消 費 支 出 比 率 分 析 結 果 を 表10-1、 表10-2・ 図10

-1
、 図10-2に 示 す 。

表10-1教 養 、 娯 楽 類 品 目

1次 軸 2次 軸 ろ 次 軸 4次 軸 5次 軸

説 明 力 242% 15B% 145% 12.7% 97%

カ メ ラ α105 一 〇479 a510
一 一

1/コ ー ド α269
一 〔工664 一 α405

一

旅 行 0514 一 α168 一 α598
一

入 場 料 α853
一 〔1082 一 一 一

書 籍 α754
一 〔1095 一 一 一

切 花 一 α001 α044 一 α864 一

スボ ーッ 観 覧 α097 α042 α854 一 一

ピ ー ス 一α061 一 α015 一 一 一α847

ハ イ ラ イ ト α231 α804
一 一 一

映 画
一α737 一白75 一 一 一

バ ッ ト 一 〔L507 α262 α665
一 一

い こ い
一 α740 α292

一 α570 一

新 間 代 一α507 a408
一 一 一

信 仰 費 一 α269
、 α708

一 一 一

.

(余 り意味 を もた ない数 値 は 一で 表 わ す)
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表10-2教 養、 娯楽 類 所 得階 級値

■

1次 軸 2次 軸

所得階級(万円) 38年 39年 40年 38年 39年 40年

10～19 一9
.4
－a5 一6

.4 α5 3.2 5.9

20～29 －a6 一 ス4 一3
.8 2.3 2.7 4.0

50～59 一5
.1

一4
.3

一4
.2 0 3.0 5.1

40～49 一3
.1 一1

.9
－t4 t2 1.3 2.9

50～59 －t9 一1
.6

一 〇
.2

一 α6 1.4 α9

60～69 α1 0.6 0 －t9 一 α2
2.0

70～79 0 t2 α8 一 〇
.5

一 〔14
α9

.

80～89 t5 3.6 1.6 一1
.2

一1
.0 1.6

90～99 2.5 2.0 2.5 一2
,7 0 α5

100～119 2.0 2.7 2.9 一1
.6

－a1
a5

120～13g 2.2 4.8 3.6 一4
.0

一1
.9

一 α8

140～159 3.6 4.8 3.8 一1
.9

一3
.0 α5

160～179 0.8 6.6 3.5 一6
.6

一2
.1 α1

180～200 2.2 2.2 5.6 一3
.7

一4
.1

一1
.9

教 養 、 娯 楽 の 類 は 経 済 的要 因 以 外 に 多 分 に 各 人 の 好 み が 入 っ て 来 る。

従 っ て 、 適 当 な 要 因 摘 出 は困 難 で あ る が、1次 軸 一2次 軸(2ツ の 軸 で

全 体 の40%を 占 め る)の 平 面 上(図10-2)か ら高 級 化 一 庶 民 的 に

分 け る と、 高 級 品 目 は カ メ ラ、 レ コ ー ド、 旅 行 、 入 場 料 、 書 籍 等 か ら な

る。 こ こ で レ コ ー ド・ カ メ ラ は そ れ 以 外 の もの と か け離 れ て い る が
、 こ

れ は 趣 味 の 要 因 が 作 用 して い る も の と考 え ら れ る 。 中 間 品 目 は 切 花
、 ス

ポ ー ツ 観 覧 、 ピ ー ス、 ハ イ ラ イ ト等 か らな る。 庶 民 的 品 目 は 映 画
、 バ ッ

ト、 い こ い 、 新 聞 代、 信 仰 費 等 か ら な る。

上 記 品 目 を 時 系 列 一 所 得 階 級 別 に な が め た もの を 図10-1に 示 す 。

高 所 得 層 に な る にっ れ 高 級 化 品 目 支 出 比 率 は 増 す 傾 向 が あ る が
、 全 般 に

ど の 所 得 層 と も ば ら っ き が 大 き く単 に 経 済 的 要 因 で は 割 り き れ な い と と
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を 示 して い る。

(i)ま と め

(a)～(h)の 支 出 項 目別分 析 にtev>て 、 常識 的 に 高級 品 と推 察 され る品 目

は い ずれ も高 所得 層 に 移行 す る につ れ支 出 比 率 が 増 して い るの は 当然 の

こと であ る。 支 出項 目に4り 多 少異 な るが、 総 括 的 に年 間 所 得50万 円

以 下 の層、50万 ～140万 円 の 層、140万 円 以 上 の 層 の5層 に 大別

さ れ、 この3層 間 には 支 出 行動 に違 い が 存在 す る よ うで あ る。5層 の 各

層 内 では 所得 増加 と と もに高級 品 目へ の移 行 が順 調 に行 なわ れ て い る よ

うで あ る。
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後 記、(コ メ ン トを兼 ね て)

一昨年前、増 田理事 から、 日本 電子計算機 協会 で労働 を中心 に した計量分

析 を実施 したい、 ついてはそ の研究 グル ープの メンバ ーに加わってほ しい、

とい う御 依頼 を うけた。研究 目的 は、最近 における労働 市場の変化 に応 じ、

(1)SS金決定 の メカニズ ム、(2)それ と経済全 体の メ カニズムとの関連、 お よび

㈲賃金上昇 と消費動向 との関係 を、計量 分析 の 手段 を用いて明 らか にす ると

い うことであつ た。 研究 目的 としては興味 ある もの であるが、私 の仕事時間

の都合 か ら正式 メンバ ーとして研究 に参加す る ことは不可能 で ある と思われ

たので、 オブザーバ ー として な らとい うことでお引 き受けす るこ とになつた。

それが作業体制 の中 では顧 問 とい うことになつ ている。

研究会が正式 に発足 し、 作業 が実質的 に行 われ る ように なつたのは昨 年の

正月以 降 であ り、私 も研究会 には数回 出席 した。そ こで報告 され た成果 を ま

とめたのが この レポー トで ある。

第1章 は、賃金 。物価r生 産性の計量分析 に なつ てい るが、 ζ こで採用 さ

れてい る手法 は多元回帰 分析 と産業連関分析 で ある。 いずれの場合 も、賃 金

あるいは労働 と物価 、 とくに消費者物価 との関係 を強 く意識 した分析 である

点に特徴 があ る。 この種の 分析 は、 すでにい ろいろな研究機関や研究者 に よ

つて試み られ てい る。 そこで、さ しあたつ て残 された仕事は、 ここで得 られ

た結論 と他の箇所 で得 られ た結論 とを比較検 討 し、それ らの真偽 を判定 して

みることであろ う。 そ してこの場 合、考 察期 間あるいは標本期間以外 に も、

その結論 が妥 当するか ど うか をチエ ツク して みる ことが必要で ある。

第2章 は 、賃 金の決定 を より一般的 な経 済 動向 との関連 で抱 え ようとす る

もの であ り、 いわ ゆる連立方程式接近法 が採用 されてい る。 この種のモデ ル

も、す でにい くつかの ものが開発 されてい るので、 それ らの比較検討 が行わ

れなければな らない。 とくに、モデルを現実 に適用す る とい う段階 では、各

種の シ ミュ レーション分析が 行われ、そ れに よつ て推定 されたモデルの具体

一99-
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的性質が確め られてい る必要 がある。 そ うでない と・た とえモデル構成のア

イデ ィアは よ くて も、そ の現 実適 用には問題を生ず るおそれが ある。

第5章 は、消 費支 出の決定諸 要因を成 分分析 の方法 で解 明 しよ うとす るも

ので あり、賃金 の増加 が どの ような消費項 目に あて られ るか とい う研究 目的

に副って行われた もの である。 こ こで一般 に問題 となるこ とは、成 分分析 に

拾い ては、研究 対象 ごとに特定 なモデルが要求 され るのでは な く・ どの よう

な研 究対 象に もあてはまる一般 的 なモデルが使 用され るとい うこ とで ある。

こうしたAll-purposeな モデル が、特 定 な現実 の動 きを説明 し うるか どう

かは、分析縞 匿に関す る解釈 ない し評価が どれだけ正 じいか にか かつている。

なお成分 分析の結果 と、通常の経済 モデルを前提 した回帰 分析 一 消費者行

動の分析 一 に よる結果が どの ような関連 にあるかを検 討 して みる必要が あ

る。

以上の ように、 ここに展開 され た議論 は、所期 の研究 目的の観 点か らいえ

ば、 作業 の第1段 階 に あた る もので ある。 これ をふみ台 にして・ さらに第2・

第5、 ………段階 の作業が進め られ る ことが期待 され る。

、

-

』

♪

内 田 忠 夫

-

.

量

、

一100一



署

ノ

昏

ノ

↓

争
イ
土
p



4
ー

、


